
昭和廿五年七月サ五日印刷l

昭 和 廿 五 年 八 月 一 円 殺 行 く毎月一日後行〉

1. 9 5 0  8  



日本セメント株式曾枇( 旧浅野セメント) 製品

浅野波形板、浅野 y 、レート( 十六吋類) 浅野壁板

浅野石綿克( 網代担) 、厚型スレート、あかがね克

其 他 一 般 建 築 材 料 並 = 工 事 請 負

丈阪スレv ト興業} 駅舎社
大限市北軍芝田町三五帯地電話稿烏@3 6 41. 3i : J l

新居演出張所新居潟市新田町電話新居滋一ー :366

弘法同体! 怒

7喫1plL十工事F 穀妨

大 阪 市 北 区 巽 砂 町 一 五 番 地

電 話 堀 川 @ 二 O 七 番

言2欠イ某商m



時 C 言 葉 建築と法制・・・・ー・ー・…・ー…一…ー ・… 2

新 建築作品紹介ー -ー… - ー・・ ー. . . . 一・・… ・……ー 3  

日本興業銀行大阪支庖

東秘主害容

池岡市彼F J r

堺紛務署

目撃ゴム株式合最士大阪支庖

建 築 家c 住 宅

建築士法施工に伴 う舘商のご::=:=.<z) 問題 K ついて

ー・内藤 発 一 .....14-

改 め て rt J U を見的ーさせる一一建築 土 法C 制定一一…

…- 山下 害事郎…ーー17

建築基準法と妓築行政め 今 後 の在 D方

一中野古瀬・ .. . 18

建築士法公布に対しての意見・ー … 池間 宮彦ー・ーー 19

建 築 と
j社 曾

8  

1 9 5  0 ・ 8

木造床主柱。図表… … … … …・… … -・… 小 泉 昇…・ 21

地下室アスフアルト防水施工について

一一・大 西 幸七…・・ 26

最近c 電 気 内 線工 事の 傾向… … … ・・常石 稔 … … 28

般用水中c 弗索 とそ の除去袋訟 について

ー… 大路精一郎… … 30

新伽j 中隼佼舎の設計計画について・・・1&' 闘 病 … . . .33

日本の災害史と その対策………. . . . . . 中野古瀬…・ 35

へ! J . <Z) ヨコずき. . . ・ H ・- ・………………摘口 善吉… … 41

久 の 用 心 … ー…ー・…・ー… ・… ……. . . ー 入嶋 茂… … 42

蕪村と鎗… … ・一… … … … … … -ー・ ーさを滋 治 卒ー… 43

住 宅の新しい援房法……・・ー・・ … … ……一一. .... . .. ・44

建 築 後 算 便 覧 ( 第12図〉… … … …一 …. .. .. ・... .・H ・… 4.!)

曾 遊 … .... .・ H ・…・…. . . ・ H ・..' ・H ・.. …. . . . ・ H ・....・ H ・... ・・ ・51

曾 告 見厚遇知ー…・・・…・ - … … ー・… … 一一一… !)2 



2  

時 の 葉 建 築 と 波 制

新 憲 法 下 に お け る 新 し い 立 法 政 策 の 波 じ 乗 っ て 今 や わ が 閣 の 建

築 法 制 は 大 き く鑓 移 し つ つ あ る 。 奮 憲 法 下 に た け る そ れ が、 ったま

治 、 に い っ て 警 察 法 の ー グ ヤ ン ル に 過 ぎ な か っ た こ と そ 思 え ば、 文

化 法 と し て の 新 し い 建 築 法 制 が 今 漸 く 生 れ 出 つ つ あ る と い う と と

も で き る で あ ろ う 。 昨 年 以 来 、 新 ? と に 生 れ て 来 た 建 築 関 係 の 諸 法

律 は 、 い 1炉 、 れ も 建 築 そ 通 じ て 闘 民 生 活 そ 盟 か に す る こ と を 目 的 と

し た も の で 、 関 民 文 化 の 向 上 の 上 に 大 き な 貢 献 を す る と と を 使 命

と し て い る わ け で あ る が 、 注 意 を 要 す る と と は 、 あ る も の が 、 建

築 じ 闘 す る 古 い 規 主 撃 を 、 新 た な も の に 代 え て 、 即 時 勢 的 た 也 の と

した( 建築基準法〉のに反して、 他 の あ る も の は 、 従 来 の 自 由 性 に

制 限 を 附 す る と い う 形 を と っ た ζ と ぞ あ る 〈 建 設 業 法 、 建 築 士 注 入

そ う い う 法 制 的 な 措 置 に よ っ て 、 わ が 建 築 文 化 か 向 上 し 、 国 民 生

活 が 盟 か に せ ら れ る と す れ ば . と れ ら の 制 限 は 敢 て と れ そ 忍 ば ね

ば な る ま い が . く れ ぐ ・ れ も 注 意 し な け れ ば な ら な い と と は . そ れ

ら の 法 律 に 濃 く 登 録 や 菟 許 そ 受 け た と と そ も っ て 、 法 律 の 保 護 そ

受 け た 特 槽 と 考 え る よ う な と と を 絶 望 吋 に な く す る と と で あ る 。

それは決して特槽ではない。閣民文化の向上じつい γ のヨ ｾｬｦｩ ・ Ｑ 主

責任を負荷せられたのに過ぎないＮ公共の幅 ｪ 市 ＱＺ 、公共の ｾｩｩ 高 Ｉｉ ｉＡ｛ーとい

う と と で 憲 法 上 の 閣 民 の 自 由 に 制 限 を 附 し た の で は き り の な い 話

し で あ る 。 新 法 に よ る 制 限 は ぎ り ぎ り 一 杯 の と 《 こ ろ で あ る 。 関 係

者 は 深 〈 三 思 し な け れ ば な ら な い .
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増築新官官の外 観 、右方の建物は改築されたま5官官。
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音書館 管 券 室 の 客 ; 留D

1 階 平 面 図。
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上 嘗 舘 営 業 愛

中 新 館 支 配 人 室

下 2 階 卒 面 図

， ｾ→ー ・ 『
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組J工 場 所 大 阪 市 東 区 南 麗 橋 5 了 自

殺 計 株式合軍士 111 下事制1; 百世話 ! 事 務 所

施 工 株式 合 庶 大 林 {ft 

工 期 自 昭和 23年12 刀 1 Fl 歪 昭 和 初 年 3 刀末

( 1) 鷲館改修工事 石及煉瓦造地階付地 l. . 3 階建 延 G50主F

ｃＺｾ＠ : 新館新築工事

新官官木造 2 階建 1 階 205.482坪

2 階 68.422坪

計 273.904坪

自動車庫 木 造卒 家主主 13.222坪

( 3) その他慮外工事 附帯設備工事等
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新 館 営 業 室

新館 2 ｾ Ｎ皆曾議室
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新館支l 5 E 人用鷹接室
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所 在 大 阪 市 東 区 京 橋 前 ノ 町

投 苛| 日本 ｅ 量殺 産業株式合枇建築 普ｾ

5島: ユ こ 株 式 合 経 銭 高 組

着 工 昭 和 2 4 年 11 月 1 白

波 ヱ 昭 和 2 5 年 4 月10 日

郊築商事費 1 階 431. 6.fi!l 

2 階 164. 0馬、

延 面 積 595. f.坪

機誌を木治 2 階 建 倉 席、鋼筋 コン

グ E ート話[ 2 階建

仕 l ｾ様 、 塩規模瓦

外袋、色 モノL ? I ル扱落

正 面 亥 関111寄

枚 、人造石雪量洗 l甘ジ目地匂}

て錆色J

天 井 . 打 上 グ オ イ ル ベ y キ
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玄 関 ホ ー ル

天 井 、 プ ラ ス ! l - - 鐙 フ ラ
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床、人法石倉B干出ジ民鎗目

地 入
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8 第 一 助 役 室

9 秘 書 室

10 腹 接 窓

口 市 長 宅

12 合 議 箪

議 事 堂

議 員 経 宣

言箆畏及事務室

応接室図書E室
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伊藤建築事

務FJt

伊 藤 貞 発

怨 村 組

昭 和 24' "手

11 月 1 6 日

昭 和 2 5 年

5 月 30 日

大阪府池関

市菅原町・

本臆合 1階

331.15坪

グ 2 階

2自5. 95坪

597. 10坪

書 類 倉 庫

24. 0。坪
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事曲部 木 造 。 玄 関 淘 及

防火星童銅筋コ Y グ

ザ ー ト 溢

屋 根 本 腕 合 極 煉 瓦 葺

内量産 床 各 室 ア ロ ー P

ング見占、市長室ゴム

タ イ ルR占、

腰 7 ・ ラ ス タ {

下 地 凹 凸 模 際 ペ ン キ

2 色拭取仕J : 。

磨重 機感堂壁紙貼口

事 務 室 ハ ー ド テ ツ F

1 、商取! I 7. K 性ペン

キ 塗 リ 仕 上 、 遺 作 海

地ワ= ス君主仕上。

外 装 玄 関 正 面 テ ラ ゾ

墜色モルタノレ後落 γ

軒 先 及 窓 路 板 等 人 造

石 研 凶 シ 仕 上。

上 腿 合 会 景

中 左 議 事 堂 内 部 中 布 市 長 室

下 型 車 合 側 商
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堺 税 務 署

設計監>' - 9. 日本建l ! l ! ' 産業株式合居土建築部

工 事 施 工 大 成 建 設 株 式 曾 匠土

位 従 堺 市 南 瓦 町 2 了

面 積 1階 242. 75坪 2階 58. 00坪 m : 300. 75坪

有事 治 木 浩( 1都鋼管補強入) 2階 建

基日置 、コンク D ート誌を、外港、色モルタル雪量

屋 根、温 俊 和 瓦3革、床、 フロ ー リング姑、

媛 、 Ｓ ・ラスｾＭ書官、天井、テツグス貼

ヱ 期 着 工 昭 和2!:1年 2 月1 日

高音工 昭 和25年 8 月24日

1  Z区 宅E 2. :'乞 !剥

3. 公 衆 淘 4. 総 長 寄 稿E

5. 直 税 課 日 くi 衛 室

7. 宿 凶 笠 8. 電 話 交 換 室

9. 使 所 10. 答 庫

11 . 自 動 車 庫 12. m Il王 J L 底

13. 小 使 笠 H. 使 F斤

15. 物
ite 16. 公 衆 惚

17. 問 殺 課 18. 商匝 F置

19. 合 議 室 2J. 君事 長 室

10 

一 一 - j

事

s:U- I I . . . ! I 重量 F

下二上i

l b 

F  
rr 



目 撃 ゴ ム 株 式
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設 計 施 工 株 式 合 鮭 松 村 組

起工 昭 和 2 4 年 11 月 16 日

竣工 昭 和 2 5 年 4 月 15 日

建 築 位 雄 大 阪 市 北 区 老 松 町

3 丁目 26番 地

事 務 所 1 階 83.728坪

グ 2 階 58. 738坪

自動車々庫 1l . 380tp 

倉 庫 l 階 24. 5uO坪

グ 2 階 24. 5uO坪

計 2u2. 844坪

制 楽 地 形 コ ン グ リ ー ト

造

木 造

木 造 洋 小 尾、事 務 所 ハ

S 型組燐玄室草

事務所着色モルタノレ掻

落ジ仕上グ 、E 面入口

及 窓 庇 及 腰 廻 P 文 化 石

姑付ケ、正商 Ｑ 階ｾ～

チ ー ノ レ サ ッ シ ・ バ ラ ン

ス窓

床 フ ロー D ン グR占、

和室 J 、i!l l致、

腰 モルタノレ食、ステ

ッ7. )レ ペ ン キイ上よ

Eま 漆喰官賞、7.1<1世; 塗*-1.

塗 仕上

天井テツグス貼 ＷｾＱ 生

塗*1塗 仕上

2 階 休i浪室一部エッ

チンググラス妖; 2 ' ，

事務室ノ照明ノ、祭 光 燈

各室温水援5号テ設備

基 礎

納部

屋 換

坪 数

外 装

内 装

設備



建 築 家 の 住 宅

建宮全地 東京文京区戸商毎回T

設 計 塩 川 旭

施 ・ エ 皐 省 建 設 工 業 株 式 合 従

建築面積 1]，4坪

12 

右 上 南 面 外 級

右 下 東 西 外 観

左 上 南 よ P 室内 を見る

左 下 西 側 玄 関



事事 遺 書車体アサマプロヲグ積、層線 Ｒ ま臥ｾ鍛筋ヨング

リF ト話量モ) 1. - ，jZ ｊｬＭＧｾ方 Ｗｾｯ ｾＪｾ豆長続墜［［ｦ建ラ見

モ ｊ レ Ｙ ル、 ｅ 量根ｾ板葺。

外 袋 プロツグ地上 Ｑ 尺迄モルタｊｬＭＧｾ堂、他は Ｓ 草地 ｣ ま

入 木 造 壁 白 セ メ ン 人 ノ ロ 引 き

内部床束T d ' 床、偲枠竣材を示j 用して下' * を張りその

上 に 槍 綾 子 板 ス テ イ ン 仕 上 。 夫 弁 オ 譜1 地プラ

1 タ ー 。 墜 ・ 幾 室 腰 廻 リ ・ 押 久 内 務1虫木造護部

分プラス声ー、他はプロック烹地。

i

l

l

-

問一

ア ザ マ ・ プ ロ ッ ク 這 の 我 家

若 草 川 旭

昨 年C 夏@ 頃であったが. 何か孤誌にでも出す心、算で

プ ロ ツ グ 迭 の 耐 火 住 宅、J 小さな 10坪 位 。 住 宅 を 考 え て い

る内に一寸面白いプランが出来たので友人に見せると、

とれは菌白いから建てふ見ないかと云う苦言になった口前

々から不便なととろに、不便な ｾｊ 居生活をＮ余儀な〈され

ていた私は、いづれは重量てな〈てはなるまいとは思って

い た Iが 、 新 う云う言霊になると念に何とか建てた〈な P 、

安カは甚だ心細い欣態だったが色々無理をし? と P 、 早 苗

建 設 を や っ て い る 亥 人 の 好 意 に 依 っ て 不 足 分 は 分 割 扮 い

でやってもらう ζ と に し 、 あ わ て L 土地をさがしたり、

詳 細 鴎 を 番 い た P して昨年 cv12 月に着工、時期的には不

利 だ っ た が と に か く 出 来 ょ っ た の が ζ C家である。

ーーた- 込

崎 又

d "  

2・

.  """"""-ト

以前からアサマ プ ロツ グの むき出し@ 紫紺l が 甚 だ 私 に

は魅力 があ った の で 、乙れを広事長る丈号車J 地 C ま L 用 う る

ζ とにした ｯ 手前ｾｪ［喰になるが平面は積重ね式プロック

迭 に 最 も 合 理 的 で あ る よ う 考 え た 心 算 で あ る 。 そ L てと

かく石造の住宅が陥習やすい室内が何かおしつけら れる

稼な陰祭な感ピになるのを主主力さけ 、出旅る丈けォー 7・

Y に、云わば一室{ 主居のま日く院放的 に 、 必 要 な 時 は カ ー

テン丈で仕切るよう ｋ 取扱った ｯ プロック ＼ｄｾ 厚は外壁

7 寸 、 内 壁 5 寸 で、卒面に見られ る立川、西 側¢玄関。

虎丈け木造壁( 柱。大さ 25分角J にしてあるが 、 と れ ば

将 来I曾築c 予 定 で あ る 白 星 穏 を 鍬 筋 コ ン ク リ ー ト 迭 に し

たり、手L が建築家で o るため色々。新工夫をして主主間を

余す慮なく利用したため廷; 作が宿え、工芸をが予定よ P 司君

加した ζ とは私には一寸痛手であった。
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逮 築 士 記 長 施 行 に 伴 う

嘗 面 の 二 三 の 問 題 に つ い て

建築士法は本年 5 月24臼に、同施行令は 6 月22

日に公布されて 7 月 1 日から施行されるとととな

った。

施行と同時に先づg 足するのが、建築士審議舎

の委員の任命叉は委喝 で あ れ そ れ ぞ れ の 建 築 士

審議舎への建攻大臣叉は都道府懸知事からの建築

士に闘する重要事項についての諮問てるり、叉建

築士審議舎から建築士に闘する事項について闘係

各臆へのE童謡が行われるとととなる。

次いで雄行規則の公布は 8 月上旬、附則第11項

による選考及び考査の基準についての建設大臣の

告示は 9 月頃の見込みであれその後において、

建築士選考の申読書の受付と濯考の事おが開始せ

られ、最初の主主築士の完許登録は早くてとの年末

頃となる7象定である。更に選考に必要な場合の考

王室ぽ明春、第 1 回の国家試験及び都道府鯨の試激

は明年の秩頃と漁定されている.

この法律の必要性とその目的については、すで

に庚く建築界の常識でもあり、叉内容については

多少解障との疑義の存するととろを除けば、お讃

みいた J けば大体 J ) 事は御諒解いた t けるととと

思われるので、未だそれぞれ法律. 省令、告示に

委任されたまま詳細の決定なじ且つ今後との法

律を施行する陀常り、営面の問題として特に重姿

と忠われる事項、即ち第 3 僚の規定による建築士

でなければ設計叉は工事監理ができない建築物の

種績及範圏、第 l I 僚の規定じよ忍建築士試験の科

目及びその基準、特に附則第11項の規定による選

考及び考佼の基準についてのみその概要を記すと

ととする。

とれらの事項は建築士法施行上の重要事項で遣う

るから、何れも中央建築士審議舎、都道府腕知事

その他建築関係各国体の意見を聞き、叉必要な場

合には公蕗舎の如きも行われて立案されE つ決定

されるととと恩われる。その中第 3 僚閥係は園舎

14 

内 藤 先

の議決により決定するととは申すまでもない。と

のIJ 、文では、との法律の施行に嘗る事務営局者の

1 人として原案作成と問題となる諸貼を毘 L 、 法

律の目的そよりよく達成するために蹟く諸賢の御

批評ぞいた .. ｾ＠ < ととそ念願とするものである。

.1は法律第 3 僚 の規定による建築物の額類及

び範置についてでSうる。

とれは建繁基準法案と建築士法案とが、首初建

設省において立案されていた際は建築基準法案中

に規定されていた事項であるが、事情により建築

士法案が衆議院議員提出と決定した際に何れか一

方が不成立の場合を考慮して、建築基準法案から

その規定そ削除し建築士法案に第 3 僚が規定され

たものである。

建築士の選考そ受ける者の立場からいっても、

第 3 僚の規定による詳細の内容が米決定であるこ

とは 1叡 2 級の何れそ濯走するかについて不分明

であれ叉法律としても不備であるととは爾議院

の法制局においても指摘されたととろであ否。と

の貼から雪つでも、可及的早念に法律により明か

にされなければならない理であるから、ヲたの園舎

には皐行法又は建築基準法の一部改正として規定

されるものと思われる。

その具体的内容の築は建築士法案が議員提出と

して園舎へ提出された際の参考資料中にもあり、

叉提案の際提案者の代表として田中角祭代議士の

提案理由の説明中にも明かにされている。

ととに田中代議士の説明中の言葉そ引用すれば

t第 7 園舎衆議院建設委員舎議録第22揖参照〕

「墜校、病院、 j量l峰、百貨庖等特殊用途の建物で

90坪即ち 300 平方米以上のもの、織筋コンクリー

ト遁等木造以外の建物で 2 階以上叉は60坪即ち20

0 平方米以上のものは 1 級建築士でなければ設計

叉は工事監理ができなくなります。又特殊用途の

建物で3 O. t J f 以上即ち 100平方米以上、及び木造で



も8 階以上叉は90:!;f.即ち 300 平方米以上のものは

1 叡建築士叉は 2 級建築士でなければ設計叉は工

事監週ができなくなるのでまうります。その他の建

物即ち特殊用途の建物て30坪未満のもの又は 2 階

までの木造で90坪未満の建物はとの規定ができて

か らで も、誰でも設計叉は工事監理ができるわけ

であります。従って一般木造住宅の建物等に劃し

て大きな影響を典えないのであります。との緩巌

の度合については議論の余地がある ことと思いま

すが 、わが園の現肢から 一歩前進した形とし て上

越いたしました通りの規定そ構想し・ている衣第で

あ ります。」

ζ れを以って構相の大体が想像されるととと思

われるが、回中代議士の言葉にもあるように、綾

巌の度合についてはなお譲論の余地がある。衣の

園舎に提出され、審議されるまでに一般に活設な

議論の行われるととが皇室ましいのである。

との問題についての筆者の私見を述ペるに際し

わが園の建築の混況を統 計上から簡単に推論さぜ

ていた 2 くとととする。

わが園は最近 4 ク年の建築統計によれば、年間

卒均約60万戸乃至i O万戸の建築が行われていあ.

一方火 災、台風、地震等による建築物の滅失は過

去 4 ク年平均約 7 万戸乃至 8 万戸でその比率は約

1 2 %である。住宅不足が叫ばれている現在、一方

においては毎年 4 万乃至は 5 万の住居用建築物が

災害により滅失 L ているのでb る。

春期における昨年の能代市、明石市の大火、本

年の熱海市、長野鯨上松町の大火、秋期に主? ける

一昨年のアイオン台風、昨年のキティー台風等に

よる建築物の損耗は年中行事であ P、その間鳥取

、繭井地方等に相営の地穫があれば必ら今その地

方の建築物と人命に相蛍の損害がある。おそらく

は世界の文明園でとのような損耗率を見ている園

は他に類例を見ないものと忠われる 。

わが園の鐙築じついての科製技術は明治以来長

足の進歩をし 、耐震薄遣の理論の如きは世界的水

準にdうるも のと 言われてい るが、 錦筋コン クリー

ト構造の事校、病院、 事務所、鎖骨構造の工場ぞ

の他一部の建築物そ除く大部分の一般園民の建築

物は、明治以来本質的に如何程の進歩をしたかは

疑問でaうる。ある場合は退歩すら していると言う

とともでき るのである。

建築物はー園の政治、経世、科襲、文化の結集

表現されたものである との見地から見ても、その

原因はわが図の政治経済等の貧困によるものであ

るが、I j < ; j にわが園においては手| 接皮術の進歩か本

首の意味において一般閤民大衆のものとたってい

ないとと即ち建築の科皐技術が一般園民建築に導

入されてい友いと とが原因のーっとして指摘され

なければならたい.

建築士、法は科接技術を建築物に導入するととを

ークの方策と して立案 されたも のである。

との場合準校、病院、劇場等の公共又は多衆用

の建築物叉は銀筋コンクリート遇、大規綴の木造

等高度の技術を必要す るものに限り、法律を以っ

て建築士の設計、工事監理そ規定し 、接余の建築

物は図民の良識に侠っそ事とする の見解 も成 り立

つが、とれらの建築物はわが園の建築物の一部分

に過ぎ歩、従って残余の約9 0 %の建築物の質の向

上については、上記の見解ｾ以ってしでは充分に

その効果. : t e 期待するととができないと言うととも

できるので- ある。

園舎の建設委員舎に おいても、一般小住宅にま

でとれを強要すると とは、国民Y亡負婚を荷重ゼし

めるものであるとの意見も述べられていたが、筆

者の私見としては、少 くも市街地においては住宅

の新築の場合はとれそ没律そ以って規定するとと

は災害が多く、園家資源、の乏しいわが闘には、国

民経憤的にもむしろ安営なものと考えられ、質の

最小限度を硲'保するため建築資の 2 %前後の負権

は結果的且つ大局的に見て建築主にとって過重の

ものではないとの見解を有 する ものである。

第 2 は法律; 第l i 僚による建築土試験の科目及 び

試験の基準についてで ある。

回中代議士は法案提案ー説明中に

「試験の科目としては、建策設計五び製圏、建築

構 造、建築施工、建築材料、建築衛生、電気及び

給排水等の建築設備、建築法規等1 ' 1 : 闘す之基本的

な事項カ; ' f i 象惣され ております。 1 級建築士に劃 し

ては、 とのほカ構造力事、暖冷房設備、建築史、

都市計誌等に闘する常識的事項の加わるととも稼

想されます。 J と述べている。

第14W袋、第15鋒の受験資格. : t e 見ても 、謬墜と経
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験とは伺じ比重に規定されているので、試験の内

容も基礎的整識と賓滋経験により修得された知識

と技能について併せ考慮せられるものと思われる

2 叡建築士識濫は各都道府県系によってその基準が

不統ーとなる虞れもあるので、その基準について

は可及的詳細じ省令に規定されなければならない

。その他必須科目と選揮科目の制度、不合格の科

目については2- 3年間Z 線科目を合格とする制度

の採否などが今後に 号をされた問題でるる。

第 3は附刊による選考と考蓋について ".ifうる.

との法律が原則自〈: に: j : 試験制度; a 立前としている

た拘らす¥経過刊には過去の業務経墜による選考

の制安を探召しているのは、既浮潜; a 認めよう と

する趣旨によるものである。

最近の立法到を見ると、例えばｾ認含計士法で

は附別によ り特刊試験7 ) 制奮を採用し、測量法に

あっては明則により法律施行後 1 ヶ年以内は既得

槽者の業務そ認め、以後は要受験者は一般武道会に

合格するととぞ要する旨; a 規定している.

建築物の設計とか℃事詑理 D 業務は過去の怨繋

によって、ある場合はむしろ試験によるよ b も客

額的二且つ的‘: 査に判訴の 可能のととも 多いが、震

基告の経議及びその業E告の経歴については附則第 2

第 3 、第 4 1真亡よるも、建築に闘す. c ものであ っ

て、必ら歩しも ，建築の設計、工事宜理に闘するも

のに限定されていない. ために. 業務J ) 経歴の如

何によっては‘ 公平且つ客観的主判析によって可

否そ決定するととは極めて困難が激，惣される ので

ある.

問中代議士: ま法案提案説明中において、

「選考こより資俸を輿え得るよう便法が構ぜら

れておりをすが、余り援じ: 品ぎて本法の趣旨が波

却されるととのないように、必要と認める者に封

しては考査そ行うととができるようになってお b

ます. 選考及び考査の基準というのは、資務経裁

とは k口何た王者} 経雪量か、如何なる場合に考‘査を必要

とするか、或' ま考査7 ) 科目等に関する事項等で各

地方でまち主ち℃ならないため建設大臣が告示す

るととになっています. J  

と塗ぺており、叉衆議混建安委員合において(

前掲叢条第J:l 宮参照〉西村英一代議士から、

ｦ Ｂ 付則による温度均 ｉｾ 置の問 題ですが、現在 の温
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主主的な救桝というととのために、との附則; a 見ま

しでも相首寛大にやるのではないかと忠われます

が、現在の救済を主眼におきますと、・せっか< 1  

叡、 2 級ときめた建築士が、地方ロおいて、ああ

いう人でも 1 叡になれるのか、とういうふうにな

って、せっかく立- ほえ主賓絡に劃して、悪い印象を

奥えるとともるるのではないか. J という質疑も

あった.

援に流れては折角の法律の趣旨が波却され、般

t亡失しては救済の目的が失われるとととなる. し

かも可及的公平且つ客甑的に選考を行うととはと

の法律廠行の蛍初における第 1 の難かし い問題で

言うる。

更にとの問題の中心となる事項は、考査を行弓

ととを必要 f る場 i今と然らさ' る場 会のE 分; a如 何

たる基準によって行うかというととてある。

ＭｾとしてＨ袋、 暴 Ｑ Ｚ 築 ｦ て闘する責務の経議中、特

殊弔主主の J宅築物 . 鎮筋コンクリート構造叉は大規

模木造の建築紘の一定量の設計、工事韮理の有無

を以って悲準とする ものがああ 。

然しながら、設計、工事監理の官をど経撃も、責

任 ある地位において管施し? と場合、柿助的な立場

で管施した場合、共同で賓施した場合あれその

他その程度範留は不分明，乞場合も激想され、叉設

計と工事監理のみを唯一の要件とするは優先の範

囲を逸晩ずるもの台あれ附則に言う笈務の経験

或はとの場合、賓務経験に際[ ての責任ある地伎

の程度、更に島県警についても老 異なつけてとれそ

綜合貼に加算するの可否も検討されるべきものと

思われる。

叉選考の際、建楽士選考委員の合議制の問題、

考査ー一一 ζ れは没計と工事監理についての常識的

ｩｩｾ 簡易友試験であると去が惣恕されるがーーの

基準を如何にするか等 J ) 問題もある. 興えられた

紙商もすでに超過しているので省略するが、との

濯考の方法については具体的な御意見を寄せてい

た J くととそ重ねて御願いする.

業務経号警の規定一ーとの業務( r . t 法律事21僚 の 規

定による業務をも包含したものと解揮すべきもの

でるるーーから見ても既得俸の救済の上から異論

の生守る余地がある.

他の一笑としては、建築に闘する賓務の経験の

穫穎と範圏と年散を 1 綾叉は 2 扱主主築士となるに

ふさわしい知識と伎能を判定する資料として、遁

賞金融数制とじ、詳細な業毒事経望書によわ可亙的

客観的に探貼できるように lぺ 綜 合 賠 が 一 定 の 場

合; a 以って義準とするととも考えられる.

( 筆者・建役省住宅局建築指導課長〉



改 め て 山を? 見 直 せ るさ

建 築 士 法 の 制 定

r木; ; e 見て山を見1 " >J という諺ヤらい建築物の

出来上 りに闘する事情を説明して余り ②るものは

無いように思う。山で云えば、 「木J I ' C相' 書する

鐙築物か出来るまでに、その企雷管現のために苦

心する建策主と 、その工事を引き受ける建設業者

の苦勢とその功績とを波却する認には行かないが

1i ! : 聞でJ玄、 f l. uJ ' 亡営る筈乃、その設計をと引き受

け?と建寝技術者が、 存 在 す る と し ま た そ の 技 将

者が注文主の希望と計歯とを具体化するための勢

作に於ける形而上の努苦と 、形而下の諸 種の問題

と取組んで解決して行〈努力とを、全然了解しな

い一一否、了解しようともしたい一一態宣は、結

局、事人; 性の ある園民i / ; J 性絡から来ていると 、 私

は考えておる。との態度が、建案; z . t J : すには、先

? 正 しい設計が要るのだというととに寄託を留めな

い世間一般の人達の聞で見受けられると とは止む

;;e得ないと して も、案外吾々設計者の仕事の理響

者であるペき、一部主主築支術者の聞にも、戦前は

勿論、戦時中に も見受けられた というとと は遺躍

である.

日本健築士舎が多年その成立に努力して来? と、

いわゆる『建 '，(ii 士法案j が、その舎員警成の性質

から、業務法的 主格を持っていたと云うととは、

争えなかったとしても、前述のような枇舎的な事

情が、大 iE14竿春の第五十議舎で、建築士法制定

に閲する連議案が、衆議院を通過して以来その後

の議舎でも屡々議員提出に依る法案として、衆議

院君主通過していえとがら、遂に物になり得なかった

所以そ物語って余り あるであろう . との法案は結

局その後の絞季で途に沙汰止みになって仕舞った

然るにとの度の第七園舎では、議員提出に依

る建築士法案が可決せられ、本年 7 月 1 日から管

施せられる F とになった。多年建 架設計皮術者と

して、建築士法の制定を希うた吾 k としては、誠

山 下
当

時
良日

に感慨無きを得たい.

との法律! 去、< $ 年日本建築士舎が制定左希望し

? と業務法的なものでは無く、資格法である. 職後

日本主主築士舎でも、我園建奈文化の向上珪展のた

めには、普通りの業務法では無くて、資格そ認め

る方向陀行かなくてはならぬという意見があって

日本建築事合、日本建築協舎、全国建 支業協含 と

連合して、建築凌士制度の確立に闘する稼議を進

め、 設計技j荷者の資格を認める法律を: 同定せられ

んととそ、四舎連 合で関舎に建議したの C あ為。

然るに一方に於て建設省でも、鞍後の建築復興

のみ なら今 、建築の貰ｾ高め、ま＿と将来 ＧｬＩ 建築文

化の進歩登辰のためには、単に建築物に潤す之;造基

準1 : : 法律で規制するだけでは不十分であって、ど

うしても、その設計監理に携る技術者の策絡を、

一定水準以上のものとしなければならぬというと

とそ、市街道建築物法権行30年の経識に鑑みて く

建設省住宅局内藤指導課長 : 建築士法と建築基準

法「逮設時報・ 6 月披J 参照〉、建築士法の制定

が企てられ、原案が作成せられた。しかもその法

案の作成にあたっては、民間函体の意鬼そも徴し

で、民主的に行われた と云 うと とは、吾々民間支

術者としても喜びに堪えないととろである。しか

し立法上の手捜としては、今園舎に建設省関係の

走大な法律案が山積したため、政府め提出笑から

外歩されたが、日本建耳主主計監理協合と日: 本建築

士舎と蓮合で、衆参雨読に提出し? と陳情塁手が幸に

採擦せられて、浅利三朗代議士、問中角築代議士

その他の議員諸氏に依って研究せられた建築士法

案が衆議院に提出せられ、衆参雨院に於て可決主主

見たのである。

建築士法の剥定は、我閣として全 く帯期的なと

とである。同時にとの法律た依って菟存在受けた

建築士は、その設計監理一ーとの法律でいう工事

17 



監理は、従来日本建架設計監理協舎が. その業務

規程の中で示しておる監理と云う仕事のー部に過

ぎないものであるとと堂、とおで附け加えておき

たい一ーをなす建築物の質の確保という非常に重

大友責任を、自らの双肩に負うものであるという

ととを考えなければならぬ。従って、 それだけの

重責に劃して、国家は彼がその職責 J.e遂行する 上

『亡、事岳会の保障を興える用意が無ければ主主らない

建築士法の第 3僚は、との意味で極めて重要な意

義 T.e持つものである 。 しかしとれだけでは十分で

はない。との法律とは別に，業の後猶じ園舎に於

いて可決せられた建築基準法との密接な関係が、

明確にせられねば友ら ない。とれらの南法律浪、

何分提出源が遣 うので、現在では南者の関係が明

確ではないが、いすネれ近く前述第 3僚の規さに開

蓮ある法律が、 単調に制定されるか、或は基準法

に加入されるかするであろう。

建築士法の制定は、建築文化の健全国満な蛮展

のためには、そ の設計監理を管掌すべき技術者の

仕事が、建設業者の仕事の他に、別に存在するも

のだと云 う厳粛な事官を 、園民tて改めて認識させ

るとい う貼で、誠に重大主主役割を果すものである

と云うととを私は指摘した い。

くまE者・株式合居士山下欝郎設計事務所荒土長〉

建 築 基 準 法 と 建 築 行 政 の 今 後 の 在 り 方

｢ ましフ Ｙｾ き

大i E 8年市街地建築物法が公布せ: られて以来、

建築行攻防 、 ＳＰｾ の 歴史そ経過して今日に至れ建

築統制の官績ｉｬＮＧｾうけて来たのである。市街地建築

物法が都市計置法と併行して、都市建築の統制あ

る蛮展に貢献して来た事は、 3宣言を要しないとと

で dうるが、建築基準法の成立と共に、市街地建築

物法も殻展的に解消する事となり 、30年の匪史じ

終止符カ打たれたのである。

建築行政にたづきわって来た者にとって、都市‘

の造成と都市の健全な設展に寄奥した市街地建築

物法が集中排除の犠牲となってほおむ b去られた

ととは、i育に於いて忍びないものがある。

町し新しい時代の流れは、建築基準法によって

新しい建築行政 として誕生せんとしている。そ の

時に蛍り、今後の建築行政の在り方についての私

見右越べるととは、決して無駄ではないであろう

今後の建築行政内在 b 方

建築行政の一大鑓革は、建築基準法によっ c 出

現 i た。

建築基準法が現質に於いて、必要的な歴史的な
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所産であるか E うかは論外としても、建築基準法

の現代吐舎に於ける今後の建築行政界に演すF る役

割は白、地方自治体そ育成するシヤウフ・勧告の線に

沿って建築行政が分裂させられ、市街地建築物法

が演じて来? と一貫した建築統制の意義がそう失し

ていくであろうととは必然である。 なぜなれば今

後の建築行政は、建築基準法第 4 僚第 1項 じ 「市

町村は、その長の指導監督の下に、第 6 僚 第 1 項

の規定による確認に闘する事務をつかさどらせる

ために、建築主事そ置くととができる J と規主さ

れているととより建築行政の確認事務〈現在の許

認可事務〕が市町村に診譲するととそ意味するの

である. 而し現在の市町村に於いて、建築基準法

による行政事務そ受入れられる所は甚だ少いと思

料される。

シヤ クプ勧告に基〈地方自治体としての完全主主

自立を確立するためには、市町村の合併が行われ

た 後でなければ建築基準法による賓施は望み薄で

ある詩で建築基準法による確認事務の市町村へ の

移 譲も限定せられるのである 。現在の市町村じ 於

いて一部ではあるが未だにぶ 2えが暗躍 し て ゐ れ



その日本の地方事情Z昨日っている人達は、建築基

準法が衆参南議院を通過 v ない ととを望んだ程、

，建築基準法の内宥が最初の政府原案よ り遥かに飛

躍 L ' } と内容に訂正ぜられていたのである。而 l そ

の内容が、現在の園情より一段と努E躍した法待で

あろうとも、衆参南議院を通過した以上、之に封

する受入れ態勢と健全な建築行政ぞ確立しなけれ

ばならえ主い。

健全主主建築行政を確立さぜるために、建築基準

法第 4 僚第 2 項に「市町村は、前項の規定によっ

て建築主導を置とうとする場合においてはあら か

じめその設置について、都道府県主知事と協議し友

ければならない」と規定され、無鋒件で市町村へ

の移譲治防止 してい るが、地方自治法の立前から

近い将来に於いて必? 節見されるものでaうる。而

し、現在の如く市町村よりの建楽出願に於いて、

建築違反が行われる欽熊じ於いて、無僚f牛に市町

村に移譲するととは甚だ危険で主主ければならない

建築行政の在り方は、公平無私のものでなけれ

ばならない。ぶスによって、建築行政か、ゆがめ

られる犠では、健全主主建築行政は賓施されない.

その意味で市町村に於ける建築主事の役割は大き

なものがあ b 、要すれば市町村長に於いで左右さ

れな い都道府際知事或は建設大臣の任命であると

とが望ま しい。

今後建築行政の荘り方が、市町村の経済的自立

市町村の合併をめぐって大き くクローズア ップ さ

れるであろう l 、叉権限の移譲に封しブ〈いに論議

されるでaうろうし、叉その基準法の解障に於いて

積々なト ラプ ルが展開され、その完全質施に大き

問題. : a 投ゆかけるも のでるる。

市街地建築物法による 30年の経過によって、曲

りなりにも、都市造成に大きな役割を果した建築

統制が地方分憾イむされ、今後賞』直せられるのであ

るがそれぞれの自治体に於いてどの様に運営され

どの僚に進展するかを見守ってゆく必要があるの

である.

地方分権から出蛮し? と、 アメ リカの建害事法規が

中央集十密的じ褒展しているアメリカの建築事情と

正反射な中央集徳的主主ものから地方分惜化された

日本の建築基準法の内容がどの様な機限をもち、

叉 r のよ うな役割そ果すかそ注脱すると共にそれ

が育成に努力しなければならない。

く筆者・大阪府建築部指導楳技師〉

建 築 士 法 公 布 に 封 し て の 意 見

我喝の洋風建築は明・冶の初期に茶園から資ら さ

れたもので、煉五造或は石遣で J レヰ、ツサンス式が

多かった。然し此の洋風建案は一般民間へは仲々

普及せられなかった。僅かに官街の類或は銀行又

は大合枇に臆用ぜられたに過ぎ友かった。一散庶

民には総の遠い存在であった。而して大正時代に

入ってセメン トの生産が念槍し、ま互に初めて銭筋

コンクリート工法をドイツから事んで、次第にコ

ンクリ{ トが煉五そ騒逐するに至。た。又此の頃

米圏からも鱗筋コンクリートの特殊主主工法が移入

せられた. 殆んど之れと同時に鎖骨建築( 主とし

池 宮 彦田

て工場建築〉が米国か ら轍入せられた。

我園の主要都市に洋風建築が色 の々形休で貫 く

建て初められたのは明治の後宇から以後であって

此の頃の愚策は勿論官公街を第 1・とし、民間の大

資本家の手で特殊技術者によってのみ慣重に設計

施工せられたも ので言うった。それ等は関東の大震

( 大正12年〕にも良 〈耐 えたも のが多 〈あった〉

丸の内附近の煉瓦造等〉。

織筋コンク 9 - ト 遣時代( 大正 4 ・5 年以後〉

に入ってから、此の構法が燦五遁に比して比較的

簡翠且つ耐火的である貼から非常な勢. : a 以て普及
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するに至ったが、業の字面に不注意な建築も時々

現われ、僅か 1t 積雲で潰れた工場や地震で倒産す

る大ピルデイングもあって、構造界に大きな問題

を投けかけた。之れを契機として世界に類のない

耐震建築幣遣 と云うものが佐野、内藤博士によっ

て考察せられた。そして此の頃から建築設計の重

要性が叫ばれ、建築士法の必要注説かれ、重要な

建築物は建築土によって設計せられるべきである

と云う聾が出た。建築士法の必要を設〈者多く建

築接合、士舎の肝煎むで建築士法案主衆議院に堤

出したものであったが、いつも握り潰された。つ

まり業の営時の砂、治家はコンナものはどうでもよ

いと思っておったのであろう。

然る毘昨今は全〈世の中が費って、園民大衆と

云うものの i雀益が大きく張〈考えられ、所謂民主

々義に則って庶民の保護と云う大きな表看板が描

けられる事になった。敗戦によって失われた莫大

な1訟の家屋は戦後急: 速に復興を余儀なくせられた

が、錨. セメント等主要資材の不足から必然の結

果として木造友屋の濫遣が随所に蛮生した。そし

て一寸した地笈じ婿怖が全滅し、或は火災が起

れば一朝に何ヨ何千戸が烏有に蹄すると云う異に

憂うべき事態が起ったのである。之れは謂う迄も

なく鞍後の念遺無防備パラック建築のためで、此

のま L 放宣すれば更に大きな災厄が絶えない事に

なるであろう。之れでは圏家も園民も助からない

廷で旗本的な針策を樹立すべき時が到来・し? と謹

である。即ち建築の質の向上を困るぺ〈、政府は

建楽に闘する 3 つの法律を設けたのである。即ち

施工面に闘する建設業法( 第 6 園曾J 、次に設計

と監型商に封して建築基準法及建築士法( 第 7 園

舎〉がそれである。

此の 3 つの建築の制度に闘する法律が一度に出

揃ったと云う事は、我園に於いては賓に劃期的の

もので、之れによって我園の建築の復興もいよい

よ本俗的とな b 関民も漸く安住するととが出来る

わけで"J うる。建築主も建築家も此の 3つの法律を

活用するととに協力そぜねば友らない。

主主で一寸・附す加えねばならぬ事がるる . それは

今度ノコ戦季がよ義烈となってからの我閣の建奈は、

資材( 主として鎖、セメント 〉の鈴底から全 くパ

ラック建等に陥って l まった。昭和16年以後約10
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年聞は本格的建 棄に関する限り金〈室白時代ｾ生

じている。ローマは一日I ' r : 成ら? と云 う如〈、我

園建築界の此の空白時代を埋め戻すには今後相営

の年月ｾ要するものがあるとと在、建築主も建築

家も共に考えて戴かねばならない。

此庭で本論i二入るが、此の建楽土法の最も重喪

主主貼は、業の第 3 僚に示されたる如〈、その用途

構造規模等により特に建築物としての質の確保ｾ

必要とするものは、建築士でなければ設計及監理

をしてはなら友いと云う事である。国家は建築士

にずれのま日き特随を興えたものであるが、同時に

業の牟函建築士には重大え主義務が伴って来ている

事ｾ忘れてはならない。と ｌ で特に強調したい事

は如何によい法律が出来ても、結局はとれど旨運替

する人を得なければ其の効果は参らないと云う事

である。人が第ーである。

建築士の使命は設計技術のみではなく、更に庚

い施工監理と云う商があって、その蓮管には高潔

国 熟した人絡を養う事によって真の目的を達する

ものである事; a 忘れてはならない。

此の法律による建築士には 1 級と 2 殻とがあっ

て、 1 級感築士の役割は特に重要である。而して

その受験資絡は大塵出身後 2 年以上の、叉専門書昼

校出身後 4 年以土の責務経験そ要すると規定せら

れている( 第14s祭〉。然し私の今造の経験から考

えると是れだけの賓務ぞはまだ足りない。少くと

も大接出身後 5 年以上、専門接佼出身後 7 年以上

の管務経綾が欲しいと思う。主要な建築物を取扱

うにはデザインの外に構造、設備〈電祭・衛生 ・

水道・暖冷房換祭・昇降機業他機械煩等〉施工-

Z象算等じ闘するー還りの知識t r : 必要とするからで

ある。( 筆者・株式合社大阪建築事務所前土長〉

階事訴建築@J ) 金牧

民 倫 府 ? ｊＮｏｾｊ 印ドアイじ炉
Ｗ 士ｾァ、量ＮＮＮ a  ヱ場、倉隊、古・レージ@扉に

2 職面ハ御使用を法問品 p

…] 閉/ 、 代怒浸金物株式曾註

騒ノi: 話器?



木

:a:. 

ｾ＠ 床

木造床梁の断面を求める新らしい図表; a 紹介す

る。計算闇表には数星第的に非常に面白いが、賓際

に使って見ると操作が面倒7さったり、最 も屡 k 使

う部分がほんの僅かであったりして管用的に面白

くない ものがよ 〈ある。

管際に使い良い図表は操作が簡皐で見易いとと

一枚の図表で成可く康範園の路用が利《とと、正

確であるとと等が望ま しい。ままに紹介するのは、

図表としては極〈プリミテ 4 プなものであるが、

2 年前に作って? っと使っている が別に不便も感

じ友い し、非常に簡単に断面の見常をつけられる

のが特徴である。

此図表は勝進専門家よ b も寧ろ、公式やスライ

ドルールに余 b親しみそ感じない人還を目的とし

て作ったものであるから、その様な人濯に大いに

活用して頂き度い。 そんな意味で、木構造の分野

では現夜未だ巾を利かしている問、尺、寸を英俊

で使 える様にしであ る。然し圃表作製に採用した

荷重や許容態力度は建築規格第3001説を基とし、

剛性の検定にはさZ舎の木構造計算規準じある境み

限 度 2 糎を採っているからデ{ ターとしては最新

のものである。

梁

床梁の断面決定には強度の他に接みに劃する検

定 が必要なととは近頃やか まし く主主 b 出したが、

英れじ劃しても一枚の圃表で簡単に見分けられる

様にしておいた。普通に用いられるユニットの床

梁の断面を求めるには、下段の圃表で断両を一目撃

決定して其れが接み限度内に証うるか否; a 見分け 、

若し限度を越える場合には上段の圃表て断面を決

定する .

建物の用途や仕上によって荷重は種々費化する

筈であるが、計算に馴れていない人のｾｾＧＺ［、用途

と仕上によって 6 樋の曲践に分けてそれに包括さ

れる様にした。梁間隔も極く一般的な 1、 1. 5、

2 閣の 3 種類 そ標準にしているが、業他のものも

の 園 表

泉 昇

後に説明する様に簡単主主計算、若し くは目見営で

縦軸の目盛を定め て此園表; a 使 うと とが出来る。

之は荷量に就いても同様で、特殊な荷重 のものに

謝しては、欄 外に採用荷重の値が示してあるから

其を参照して此園表を利用するととが出来る。図

表( 1 ) はマツ、ヒ ノキ 等第3001現の針葉樹第 3 種

用で、圃表 ( 2) はスギ、モミ等第 1 種用である.

もっとも何十: か一枚あれば一寸した計算で南方 と

も間に合うととはすぐ策付かれるととと思うが、

参考のため 2 枚とも紹介する。

詳細な使用法は以下例; a 以て説明する 。注意.t.e

要するととは園表から求めた断面は正味のもので

あるから 、質際使 う断面は小梁や根太の接合のた

めの切依.t.e考慮して割増をしなければたらない。

特に梁中央部に大きい切献がるる場合に危険の慎

があるから注意. : a 要する。

「μ ~= t o行

寸

」
第 1 園

例 1 第 1 回参照

用途、事務室。床、板張れ階下天井はプラスタ

ー仕上e 梁間隔S =1. 0
K

、梁間l =2. 0区、用材は桧

先 づ図表 ( 1) の左上の表より用途と 仕上によって

使用する曲線を定める。表の欄には床板娘、天井

プラスターはないが、床モルタル、天弁テックス

の C曲線をイ吏用する。
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下段の図表の縦軸S =1. 0
K

の目盛上に1==2. 0区をと

り( 第 2 図参照) c 曲線 との交貼より下において

積軸の目盛ｾ諌む。例えば梁巾 Ｓ 寸 Ｕ 分とすれば

b=3. 5寸の線上で梁成 7 寸 8 分。 梁 巾 4. 5 寸とす

れば梁成 6 寸 9 分を得る.

K 忙 K

s=宅1クメ.0

D' : lS 

"'4.0 

<;4. S ゆ

=正o" ' t -

=6. 0 

~マサ

「$=1. 5 十 S=1. 5吋

- R  

$=1.5" 

-=b. O+ 

24 

第 3 圃

第 4 薗

14 

i 114吋

止

ヨたに携みの検定には、図表の貼線が英限度を表わ

すもので、梁巾 3.5寸の場合には5 =1. 0 K中の b=

3.5寸 の 貼 線 よ れ C線との交賄 A が下にあれば撰

みに劃しては検算しないでも良い。本例では梁巾

4.5 寸としても A 黙は限界線より下でまうるから撞

みの心配はないわけである。採用する断面は根太

の切歓ｾ見込んで Ｐ ， ＴＧ xO. 8 又は0.5' x  .70' とする

例 2 第 3図参照

用途放館、床タタ王、天井板張り、用材は松とす

ミ5.

此場合は 2 ク所の集中荷重でるるが、図表( 1 ) を

其鮭用いるととが出来る。( 理由は後述。〉

5==1. 5K  1=3，OK  曲線a を用いる。例 1 と同様

第 4 図の援にして、

b=4. 0寸のとき、 h=l 尺1寸4分

b=6.0寸 。 、h = 9寸3分を得る。

然し此場合はG棋との交鮪 A が、 b=4. 0寸の場合

には5 = 1. 5 K b=6. 0 寸の撲限界線よ b下にあっ

て上記の断面でよいが、 b  =  6，0 寸とすると 5 =

1. 5区、 b=6. 0寸の接眼界椋 よ P上に出る から此断

面は撰みに劃して安全ではない。従って梁巾 6 寸

の断面を使うときには上段の図表を用 いて断面な

決定し友ければならない。

ぃ。七4 -

s= 105" 

第 5 1!

業使用法は下段のものと同様で、第 5 図の様じし

て b=6. 0寸、 h =  9.6寸となる。震際に使う断面

は小梁接合の切献の大きさによって相営割増が必

要となるから注意そ要する.

例 3 梁間隔が本図表にない場合

5=4. 5尺 = O. 75K等の場合は是に合う縦軸がえEい

から、 Ｕ］ ＱＮ Ｐｋ の縦 軸ｾ用いて梁間 ｬｾ 換算する

笹際の梁閉そ l とすれば、下段の図表に謝しては
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• 1  

WF J ω l  

=ω × す = τ

M ="4l'  ｗｉ］ｾｦｬ ・ぎ
Ｎｬ］ｬｦｯ ・ ω ｬｾ

-・{ a) の場合より小

なる故安全

8 2 3 W . P  

一 一 一 一 一- 648 .  E ]  -

J E - - d. FS 

648E]  .  3  

23 Y .  

1944E] ω.  ｾＧ＠

場 ・( n) の場合

より小なる故安全

以上の様に小梁による集中

荷室は等分巾荷重と見倣し

でも其差は僅かで、而も安

全側にある.

〈筆者 竹中工草書信動毒事〉

l/ "! 1  

「>f-r- ｾ寸
A  . .  

ｾ＠ l ー」

( c)  

JミF = 0 8叫 し た も の ぞ

上段の図表に劃 しては、

を γ 1 F = 0 9 3倍したものを

5 =  1. 0区の目盛上にとって前同様の操作をすれば

良い。但し此場合には援限界線を其健使えないか

ら上段の図表で援の検算が必要で、ある。

計算が面倒な れば疋確さは多少劣るが次の様に

目見営をつけても良い。即ち 5 =1. 0区 5=1. 5区

Ｕ］ＲＮＰｋ の三つの縦軸上の同じ ｬ の鮎ｾ結んで出

来る曲綿を 右側 K 延長し、縦棋の間隔のち吉右に寄

った所に縦棋を仮想して、 〈即ち 5 = 0. i 5Kの縦棋

を侵想、する。〉先の曲棋との交貼を起鮎として前

同様の操作そ して断面そ求めるととも出来る 。

例 4 採用荷重に適合しない床荷重の場合

例えば ω= 450kgj m
2

等の場合は其れに営 ては ま

る曲線がないから、 f 曲線 (ω ==380kg. ' m
2  

) を利

用する。今賓際の梁聞を l とすれば、下段図表に

封しては、

l 者E

4. 55 

- 384 

町

立

↓

)

阻

止
ト
{
第

J 三喜= 1. 09 れ たも のを

叉上段図表に劃しては、

J そ V弓手=1. 04略 し た ものを縦軸

上の目盛にとって前同様操作する. 或は梁間隔を

4 Z - = 1 1 9 倍して例 3 と 同 様 相 見 営 で も 求 め

l 者E

台風の防止

風のカはどの〈らいか?

古風は弓Z均 風 速 50 米/ 秒を越える揚合もあ P 、瞬間では

ＶＰ 米Ｏ秒以上になる。枕崎台風のときは地形 ｣ｶｾ 響によ

P 宮崎勝綱島鐙台で 75米/ 秒を記録したととがある。台

風を防ぐには気象遜報を利用する c が第} である。
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台風の名前のつけ方

1 、司b牛球。東担Il : ]80 度以西に雪量生したも c は、 A から

ｒ に至る Ｈｑｾ 己除＼Ｉア ルフア ａ ツ トを頭文字とする

女性名で、とれをー塁手の始から販につける o R を越え

たら叉A にもどって今度は建った名前にする。

2 、北" p 王求。東径 180 度以来は S か ら始め Wv c 至る女性

名要領は 1 に i司ロ

3 、商牟主主にwf 生したも@ はA か b Wに還る男性名

霊主本邦に際係ある@ は 1c v場 合だけである 。

最近の台風は昭和24年 8 月末に起ったKi t t y( キ テ イ

〉 台 風 で 関 東 地 方 に 彼 筈 あ れ 家 庭 金 潰 約 3，0∞、

死 者 約100 名 以 上

ω [4 

E. J  

( 第 6 図 ( a) )

M == ち色 ω. /2 

6 5  

一 一
一384

中央集中荷重 ( 第 6 図( め〉

W そIJ 、梁の反力とすれば

l ω I  

W =ω× 一一 一一一ー
2  - 2  

控み

( a)  

( b)  

るととが出来る. 叉は図表中の α、b…… e、f の荷

重値から 450kg/
m2

の曲線そ椴想して其棋上に交

融
A をとる方法に依つでも求めるととが出来る.

何れの方法に依つでも一寸慣れれば簡単に大した

誤発もたく此図表 ｾ利用するととか出来る。

補 這 本 図 表 は等分布荷重に劃して作ったもの

であるが、次に示す主口き荷重扶態の何れの場合に

も安全側にあるとと付記して置く。但し梁間隔は

一定とする。

等分巾荷重

曲けモーメント



地 下 室 ア ス フ ア ル ト 防 水 施 工 に 就 い て

大 幸七西

編集部話本摘は大分以前に投稿せf : ; れたも c であるが、編斡ゐ都合上箔載

が遅れていたととる、鑑者は故人となられた。今回漸〈掲織の運びとなったと

とを御遺族に御詑ぴナると共に、故人の御冥穏を祈る次第である。

アスフアルト防水施工法及び念所に就いては本

誌四月読( 第30輯昭和24年〉で述べましたが、地

下室防水に就いて明か足らぬ賠があるのでま互に補

足致します。

銭筋建築の出現に伴い地下室も設けらる b とと

になりましょうが. 大正末期から昭和にかけ地下

室のアスフアルト防水は駄目だ完全に出来ぬとの

撃が盛んで、設計者の中にはアスフアルト防水の

設計そ断念され、またアスフアルト防水を専業と

する吾等も少なからオド不安> a - 感じ自信をすら失な

わんとしたものでるります。地下室のアスフアル

ト防水は賓際駄目であろう。否決して駄目 E とろ

か地下室防水には只今の鹿アスフアルト防水に優

るヱ法はないと信じます。然らば完全に出来ぬと

言われる原因は何庭にああか、 ，防水資材の不良、

施工者の不熟練にもるりますが、よ b 以上防水保

護暦施工上の不注意から防水屠の破傷に最大の原

因がdうるのであります。そとで地下防水の責任施

工をするからには保護居施工迄防水業者に委かさ

るべき fさとの説も樹て計畜もしましたが色々摩擦

があって質現在見守，，-tc絞りました。

大正昭和にかけ建築された地下 2 階 3階そ持つ

地下室アスフアルト防水の施工でありますが、今

日尚異扶をき L ません。是等は賞時の材料も優秀

で a> o施工も亦よろしきそ得た事は勿論でありま

すが、より以上に賞賛すべきは防水押え保護唐施

工に; 笥全の注意> a - 梯い防水唐の使命目的を完全に

護婦せしめる因を作られた現場指揮者監督者の功

績であります。斯様に地下防水の成否はーに保護

居施工の巧拙で左右されるものであるととそ記憶

願ν、度いのであります。
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地下室防水の施工を壁地の外側でするか内側で

するかによって外防水、内防水と匿別てきます。

以下各工法に就いて述ペましょう。

外防水工法

基礎コンクリート打ち村直しモルタ J L.塗 07とる

上、床面に所定の仕犠にもと今、き防水居を施工す

る。フーチンは少なくとも 50糎を見込まねばなら

ぬ。と言うは後段で述べますが、壁地防水立上り

の連絡箇所となるからであります。床防水施工完

了せば直ちに床及壁の銭筋配置をされるが、とれ

は防水居そ破傷ずる憂が透うるから、一際保護居と

して床にセメンモルタルを塗り然る後配筋作業に

移るととが裳ましいのであります。フーチンの防

水屠は蓮絡箇所として最も重要の部分であるから

壁コンクリート打ち〈煉五積み〉のため損傷され

ぬよう充分の保護養生を怠つてはなりまぜん。

壁地が出来ますと立上砂防水施工の順序とたり

ますが、先すりて才、 J レを結んであった鎖線とか釘等

が頭> a - 出しておらねか充分検べた上、壁地に村直

L モルタル- 2: ' 塗 P、フーチンの防水居はランプで

侍 れ 充 分 掃 除 し た る 上 各 磨 筒Lれに此所で蓮絡 1_

て立上り防水- 2 : ' 施工します。此の際種手が俗に 4

モ櫨と言うーク J5fr に集まらぬよう必すト注意『さねば

ならぬ。比の稽手錯しれに且つ充分ならしむる? との

フーチンは許す限 P贋きを笠む語であります。壁

地立上りは少なくとも地表面より 20糎位い高〈上

けておかぬと後日埋戻した場合地表面の雨水が流

入する憂があります。

期くして防水施工終れば埋め戻すととに主主りま

すが、埋戻す土砂に関心を挽あぬと折角の防水暦

も損傷- 2 : ' 招きます。フーチン防水暦蓮絡の不充分



と共に地下室防水は駄目だとの撃の護せられる原

因となりますから、埋め戻は直接せ今一臆保護屠

〈煉瓦積み〉を施工 してから埋め房すと 止が最も

安全であります。. 保護居f . l : t_，--e埋め戻す場合は防

水屠に接する部分は是非細い土砂; r 以てするよう

特に注意を錦わねばなりません。地下室防水工法

としては外防水工法が理想的でありますが、基礎

コングリート在贋〈打たねば君主らぬとか、掘方も

壁地と土留めの間隔; r 少なく共 1 米伎の余裕; r 作

らねばならぬこと、フーチ ン防氷居が損傷され易

いこと、 埋 め戻に保護居を必要とする等の欠賄も

まうります。

外防水I : } 膏

生

g
d
F

F主点.. 

aE;1ι .... 'IV 

N-li仙''''

草3吋，)・ト

内紛米ＺｓＺｾ主ＨａＩ

内紛，I( 主 治 ( 9 )  

内防水工法

内防水は至極簡寧で、あります。即ち基礎コン ク

リート打ちと 共に防氷下地壁; r ( 普通煉五積〉設

け、村直しモルタル塗り床友壁地と引観き所定の

防ホ屠を施工し、床に保護居モルタル塗りの後、

配筋コンクリート打つ11頂序とえi : T 、外防水と異 り

煉瓦積防水下地を設けねばならぬが、セキ板の片

側とな り防水損傷の憂も少な〈防水工法 としては

最も安全友方法と言えます。近年地下防水と言え

ば殆ど内防水工法に設計されておる所以も蕊にる

ると思います。

以上の防水屠の施工順序とか方法に就いては前

の拙稿; r 参照願うとととして二、三注意すべき貼

右越べましょう。

( 1) 床コ / クリートの厚 さは充分7.k!Mに耐える

よう計算されるとし

( 2) 防水居には必歩保護 モルタ l l- ; r 施工してか

ら配筋すること。

( 3) 防 水施工中は勿論、床及壁コンクリート充

分硬化する迄霊夜排水を怠らぬとと。

( 4) 配筋其他作業に依って防水麿に損傷; r 生 じ

たる場合其の都度必予防水業者に修理せしめると

と.

防水施工を終れば是れで防水ぽ完全な りと考え

られるが決して左様でありまぜん. 特に地下室に

於いては保護居の完全施工があって初めて完成 し

たと言えるのでる P まず。然るに各種作業者は前

掲の如〈 防 水施工が終れば完成ぜりとの遁念から

自己の作業の可愛さから往 k 防水屠を損傷しては

ならぬとの注意; r 怠れ寓ー破傷しても深〈意に

留め今作業を進める結果、後日故障だ、アスフア

ルト防水は駄目Tざと喧がれ る事になります。各種

作業者は勿論現場指揮監督者も央々も此黙留意さ

れ、高ー損傷; r 登見ぜば必今防水事業者に補修せ

しめるよう願い度いのでaうります。

地下室アスフアルト防水は現場指揮監督者と防

水業者とが協力するならば必歩完全に出来ること

を断言いたしますと宍に、安心して地下室アスフ

アルト防水の計置を願い度いと希望するものであ

ります.

( 筆者・前共祭渥脅工業株式命軍土最士長〉

= 予 付 与 ス

フロー 1) シJア

気允式通用l曇

責任施工

番

目辺工業資限曾紅
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最 近 の 電 気 内 線 工 事 の 傾 向

屋内配線は建物の紳経と云われる. まととに配

棋を除外して建物の数用は考えられたい程重要主主

意義そ有し乍ら、それが一般に徐り外部的に目立

たない仕事である矯に施工は飽〈迄「縁の下のカ

持ち」的努力そ要する去共に、又一面それだけ良

心的主主設計と高度の技術が要求される静- である。

終戦後の内線工事はいわば臆念のパラック建築の

首座の要求を満足する程度の所鯖タタキ工事が多

〈、且工事に使用される材料が粗悪友製品しか求

められ今、加え工事人の混許制が撤慶された闘係

もあって技術的水準は著しく低下したのであった

然し乍らかかる銑態が永観する事はあり得今最近

永久的主主本格建築物の設計作業綾出に伴い、その

内部配線工事も亦職前の技術的水準が一般に要墜

されるに至って来? と。今後復興が軌道に乗るに従

い嘗然との傾向は増大するものと忠われる 。一口

に屋内配練工事と云つでも木造家屋の簡軍主主碍子

引工事から露出配管工事、更に大 t J レデ 4 ングの

打込配管工事に至る迄貰範主主抽象的種別があり且

住宅 、 事務所 、 ホ テ ル、キヤパ ｖ ｾ 、 倶集部、病

院 、工場等そ の建物の使用目的に依り夫等の内線

工事内容に 、具体的区分が生歩る詩でるる 。従っ

て建造物の素材と用途じ卸隠した設計と施工が要

求される事となり、技術者の豊富えに経験と高度の

知識が必要とえ足って来る。

此所で参考迄に戦前の内線工事の技術的水準の

例詮を傘けるならば、吾々の居佐している大肢に

於いてその建設営時日本の最高度の設備; a 有する

と喧侮された新大限ホテルに施工された内棋工事

は、識別 ; a 容易ならしめる震の彩色配棋に依る電

灯 ・漁傭灯の設備、橡備灯電源としての奮電池及

びガソリンエンデンの自動的切替に依る設備、更

に信披装置としてはスプリングコンタク ト使用じ

よる自動的室番観察占灯インデク ー グー設備、ヲン

マンコン トロー ルぷー ド ( 中央監硯盤〉に依る電
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カ、瓦斯、蒸策、温度、漁度等の測定及び記録操

作が集中的に掌握される設備、自動車呼出表示器

設備等々今日から見ると想像外の完壁主主仕事ぞと

君主人上けている。之でも敵米の第 3 流程度の商人

ホテル級のものだと批評されたものである。叉東

京の明治生命ピルの電策設備等‘ とにか〈使用材

料の材質の駒を除けば何とか米園あたりの 2 流、

3 流、程度のととろまでは行クていたと云えるで

あるう。

それが職争中の空白時代を経て終毅後の工事業

界の筒L肱振りが盆 k 先進諸園から技術的水準を立

ち後らぜて了っているのが震情であらう。然しと

の立ち後れぽ否態なく取り戻さなければならない

のでるる。前述の如き永久的本格建築物の建造は

内線工事の立ち後れをそ のままにして置くととそ

許さ友いからである。

此所に於て特に建築との関係について考えて見

度いと思う. 内総エ事ぽ結局のととる建築; a 離れ

て考えるととは出来ない ものでああ。設計及び施

工全般K 亘って内総工事は建築の制約を一貫して

受けつ J ける仕事である 。従来もとの貼に着目し

て建築技術者と電気技術者 との協力提携を唱えた

士も無いで材なかった。然し乍らとの問題が 1 つ

の建設業上の課題として民正面から採り上けe られ

たととは未だ聞かない。国土の大手を焼土と化し

た吾 k がいよいよ本格的復興に立上ろうとするこ

の 時 に 営 れ 私 は 特 に ζ の機舎に ζ の問題; a 真剣

に研究すべきものであると考える。而してどの機

運Pこそが内棋工事の傾向を決定するものでSうると

思っている。

内線工事の見ゼどとろは「照明」である。照明

の登遣というととは植物や動物の泊を使用した「

ともしびJ rろうそ< J の使用、更に石油、ヵ・ス

電 気の使用と人類褒生の太古から現代に至る文化

史のー断面とも云ν、得るが、之程に人間生活とぽ



不可分のものであるだけに内総工事技術者として

それ丈研究の仕甲斐のある問題であろうかと思う

照明はいわば内総工事の花でるると云えるが、最

近じ於いて之は建築意匠 との関係; a離れては考え

られぬものとなって来た。即ち従来は竜寄託照明と

いうものに闘しては主として能率本位の考え方が

採られて来ていた震に、照明の装置及び器具自体

についてのみ語られるととが多かったのであるが

最近では照明の造型的奴果と云うものが考えられ

る段階に進んで・来ている。具体的に述べると、夏

季じは爽涼の感を輿ぇ、冬季には温暖な感究そ奥

えるようなとと、叉陳列されている商品がより美

しい色彩的奴果そもたらし、 E 灯下の人物のさま

さ' まのポーズや更にその容貌、衣服等が陰影や宇

調子やハイラ 4 トの復雑友トーンの中に美しく生

かされるよう主主ととが照明に要求されて来ている

のでるる。従来の如く皐に一定の「ルックス」そ

充たす照度であればよいと云う単純主主観念は漸次

改められつつあり、との傾向は照明界の革命とし

て今後更に多角的主主設展が期待される次第である

が、かくなれば建築意匠と設計と照明との関係は

いよいよ密接不離のものとなれ照明を無観し? と

建築設計、建築意匠; a 度外観した照明というもの

は、その何れも成り立? と主主いとととえ主るでまうろう

との新傾向の照明方式は最近大阪の 1 流キャバ

レーに於て大謄に探用された。必蔚橋通りの「シ

スコ」、戎橋畔「ドミノ 」の 照明は建築設計と意

匠と相互に密接な有機的関連のもとに施工された

叉最近外誌の報守るととろによると米園ミシガン

州のハーボル、シヤ 4 マー百貨庄では建築家と電

気技師との協力研究じより、地下から最上階に至

る迄同ーの光度に輝く照明接置を施して業界の評

ぺデスタ1L，キ覧

玉欝イ氏廉・互期短縮

太洋組株式曾批

大阪市北区親笠町堂ビル 3 陪

判となっている由であり、とのために百貨庖の実

上も増かしたとのととである. 反之関西のある都

市の某百貨居の照明に最近流行の盛光灯を使用し

たととろ間接照明ぞねらった貼はよいとしても寅

場の天井じ縦横に樋を引廻しその樋の中に盛光灯

ぞとりつけたため客の頭上に真黒友樋が組連らね

られた形とえ主り不快な結果そ招いているような管

例もある。今少し建築設計者の照明に封する理解

があればかかる結果は避け得られたのではたかろ

うか。照明は勿論草I Z : キヤパ ν ーや百貨庖の如き

消費生活面に於てのみでなく更に才フ 4 ス、工場

家庭、と言う生産生活面、日常生活面に於いて将

来いよいよ多面的に研究して行かねばならぬ課題

でa > T ，吾々の生活環境の向上、保健、衛生上の

見地からもその夜院の分野も多岐に亘ると恩われ

る。

内総工事はその技術的水準に於いて現在誠心カ

ムパックしつつあると同時に配線では例えばぜ=

- ; L - 線等の誕生等により最も戦前よ b軽快なよい

仕事が期待されるととろまで来ており、叉上に連

ペた照明方式の革命等、最近の動向は漸ｾ活設と

主主って来ている。内総工事が真に建物の生祭遊刺

? とる神経としてその機能を果すに至るととを切望

する。

( 筆者・近畿電策工事株式合軍土管業部長〉

一一一一一一一一一一一一一一一“ 一一一一一日一一ーーー一一一一一一一一一一日・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

国集並テキスト分頒について

懸賞入選「伸びる家」園集は各方面の好評を悔してい

るが傍若干のストツグあ P 、希望者には 1 部皇室料共 218

円、但合員は 198 向。伶品切れ中の実際に役立つ銅構造

計 算 法 は 第 2 回J t t 刷した。 1 都主室料共 145 円にて分頒中

精々御室停御申込みを乞う。
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飲用水中の弗素とその除去装置について

三和銀行逆瀬川寮に於けるものー

三和銀行準瀬川望号に設計施工した飲用水弗紫除去事実置

に就いては、本曾の主催で去る昭和24年 11月12自省察の

見思舎のあった節、現地に於いて貧際c 段備を見て頂き

そのと書簡単な段Mをしたので、本稿の内容はそ c 見皐

曾ｉＧｴＺ出席された方には ｲ･￩ に大障害ｾ列Ａｊ ｉｄζ とム思うが、

そのときの1 f t 切に多少附言してみたい点もあ P 、主主に夏

めて稿を起すとと L し?と。

1、歓用水中の弗素並にその影響

飲用水中に弗素ぐ原素記説 F ) がある限度以上

含有され、とれを小見期f . e 遁じ多年蓮績飲用する

と歯に異欽を来し、歯科接的に所謂班欣歯 ( Mot

tl ed Teet h) の症獄を生余る。之は一種の慢性弗

索中毒症であって諸外園にも班j伏歯は相省買範圏

に報告されているが我園においても 2府20懸下140

ナ町村に存在しているととが報ぜられている。そ

の地域は栂ね火山温泉に関係深い地方に多い.

班扶古留については従来歯科接の分野において種

々研究報告されているが、弗素の人体t r : 封ずる影

響に閲しては生理事的或は病理接的には未開拓の

分野が多く詳細な機構に就いて綜合的な研究報告

は友い。然しながら斑紋歯患者の濃厚友分布地帯

の水には弗素が常に多量含有されていて、その除

去方法を普及せしめると k は公衆衛生上重要な問

題である。J j Ef伏歯の症J伏も車ーなものでなく弗素

による侵蝕の程度によれ( イ〉歯牙表商の色津異

妹色班のあるもの、〈ロ〉珪 Ｑｒｾ 質の管質欠損のある

もの、( ハ〉象牙質にまで及ぶ管際欠損のあるもの

等種々の症扶がある。

とL に興味あることは班扶歯のあるミぎにおいて

は踊歯が少い事賓より上記の弗素じよりさ昼宜の踊

濠防の研究が一部に行われていることである.

斑 j伏歯f . e 生今る飲用水中の弗素の含有量に閲し

ては該症が漫性症であり、その影響度の強Z新国体

の抵抗度等じも左右され、長年月の甑察と研究に
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侯たねば翻然とその限度を定め緩いが、大略 0. 5

- 0:6 P P M ( Parts Per  MiII i on の略字で1立の水

中にある弗素量が0. 5- 0. 6彊なるととを意味する)

でるると言われる。

( 以上は主として京都大穫量宮製部卒田美穂氏、

「弗素に閲する密接的研究J による〉

2、飲用水の弗素含有量

との寮の所在地は兵庫県系武庫郡良元村字伊子志

でるり裏六甲地帯の東方の一翼内に位している。

裏六甲地帯は班絞歯患者が特に謹厚な密度で分布

しており飲用水中の弗棄による被害の調査並にそ

の針策を樹てるために本年初め兵庫鯨弗素被害封

策委員舎が結成され専門家によって種 k の角度か

ら研究されている。

との委員舎に依って裏六甲地帯の貰汎主主範園に

豆り水中の弗素含有量が測定された。調査地域は

良元村、小浅村、塩瀬村、山口村、有馬町の 1 町

4 ケ村に亘り水道水、弁7.1< ( 地表水、地下水) 3，6  

72件に及んでいる.

此の寮のある良元村に就いての調査成績そ抜特

すると別表口示す通りである。

上記の弗素含有量は供試源; . 1 < の採取季により必

今しも一定でな〈相営範園に季節的費動があるも

のと考えられる。

一方本寮内の弁水は探取調査( 昭和24年 4 月13

日晴〉の結果弗素の含有量は1 . 2 P P Mに達し? と。

3、弗棄の除去方法

飲用水の過剰弗事長量による班紋歯漁防の根本針

策は水中にある弗事緊密除去叉は減少するより外に

方法がない。その除去方法に闘しでは

( 1 ) 取扱方法の簡単主主ること、

〈ロ〉設備並に維持費の低簾なるとと、

等が僚件として取上けら t! る。

水中に重うる異物質の掠出、分離又は除去に闘し



夏元村における水の務繁含有量 ( P P M)

〈昭和24年 2 刃11 日- 2 8日開査〉

( 甲表) *  溢 *  

F  I宝 塚 | 伊 予 志 | 小 林 | 計

0.5 4  4  

0.7 2  3  5  

0.9 3  1  4  

l.l 
7  7  

1. 3  6  
6  

1.5 4  10 
14 

1. 7  2  8  18 28 

1. 9  2  5  10 
17 

2.1 8  51  19 
78 

2.3 ] 4 76  44 134 

2.5 21 18 22 61 

2.7 38 2  10 50 

2.9 25 1  s  29 

3.1  5  1  
8  

官十
115 175  153 443 

( 乙表〉 弁 Ｗｾ＠

F  I銀 | 伊 子 志 | 小林 | 滋 人 | 幽l 昔f

止 ｼ ーとｼ一一 ｉ ｾｉ ー ｾ ｟｟｟ｅ｟ ｉ ー竺
49 

86 

85 

74 

23 

90 

65 

66 

53 

23 

34 

12 

10 

45 I  100 I  435 I  164 I  80 

4  ぷ ( - 書問} ーーーー

依 軒 氷 ーーt ( -

食品f a . t K
-・・・・・・・a圃同圃E

IL面I 1  

1 . 弁 戸 ! J . 飲 用 Ｗｾ＠ 槽

2. 消 火 ポ Y フ・ 6. ? I l 紫除去湯温器

3. 揚 * ポ ン 7' 7. 還 走 用 食 温 水 機

4.  高架( 一般用〉水 槽 8. 盆
7-" 

器
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て化事的方法叉段物理的方法の何れか、或は双方

併用等f 考えられるが、最 も簡単な方法としては

祭曝 も何 も用い主主い単純誼温法が笠まし い。との

方法を取るとと L し誼材として特種の合成樹脂を

用いたが誼材の弗素除去能が低下 した場合は食塩

水でとれそ洗浸すると とにより容易に該除去能 を

復元し得るので維持費は極めて低簸ですむ。この

合成樹脂は芳香族アミンを母体とする陰イオン交

換性合成樹脂即ち R - N H
2

- Hc l の型になヲてい

るもので次のような性情を持っている.

色及形吠 黒色、無定形の粒般

大きさ 直径 0. 2- 2. 伽n m

虞比重〈乾燥扶態〉約1 . 30

見掛比容積( ー・0 ー) 1. 4Ii t /kg 

一- / ，/ 一一( 滋潤扶態) 2. 1- 2. 3 l i t j kg 

上記の誼材は三菱化成製品でダイヤ 4 オン K と

命名されている。

4、弗素除去装置

上記の誼材.t.e利用した本寮の飲用水の股弗装置

の大様は図示の語り で ある 。

即ち図に示す通りこの寮の給水系統は( イ〉一般

並に消火用水系統と、〈ロ〉飲用水系統の 2 系統に

分れ後者のみに弗素除去装置そ取付けた。( ロ〉の

飲用水系統は食堂附属炊事場、共同炊事場、家族

察室の流し等約50ク所の水栓に給水している .

誼材そ充填 し?と弗素除去装置の誼過器は堅型円

筒形、鎮板製〈内部暗部ヲ 1) とし直符420
m m

x 高

さ1，800
m m

誼材牧容量60kg で高架水槽( 未庭理の

原7k.t.e貯 える〉と 飲沼水槽( 庭理済の股弗水を貯

える〉 の南槽内の水位主により櫨過するよ うにし

飲用水槽には球栓を取付け飲用7kの使用に封し自

動的に補充貯水し給水するようにしている。

櫨材の還元用食塩水槽は角型木製とし櫨遇器の

上方に取付けてる P舎の操作により一定濃度の食

塩水を誼温器の下部より注入し誼材そその塩水中

じ浸さるしめるようにしである。

O j ; 索除去装置の毘理能力は原水約 16，0001 で寮

の居住人員そ 400 ととし約10臼毎に還元すること

になっている. 飲用水の使用が議定より増加した

場合は10日以内でも還元せねばならないが還元操

作を行わねばならない時期は量水器の讃みにより

賂知り得る.

との除去装置により E監理した股弗成績に就いて

は10月下旬探水試験し? と結果そ一例と L.て下表に

示す。

l. G P P .M 

選定後日書主 復残習留院 邦 繁 意

1. 2  P  P  .M 

残 留 塩 事 匡 量

【P P M)  

事事 1  日 0. 1 80 

2  1/ 0. 1 

1111 8889 8  8  2  

3  1/ 0. '3  

4  1/ 0. 3 

5  1/ 0. 35 

6  11 0. 3 53 

7  グ 0. 3 5  50 

8  IJ O.  7  48 

9  1/ 0. 8 44 

1  0  1/ 0. 8 44 

原水の弗素含有量が1 . 6 PPMとあるのと本文中

の1 . 2P P Mが相違するがとれは季節的費動による

ものと考えられる。上! c . の試験成績 より第 8 日自

には念に悪化 してい るがその原因も調べ尚 試験を

重ねて適営君主機舎に報告したいと考えている。

本装置の設計に闘しては上記卒同氏より種々指

導を頂いた事を併せ記 し謝意を表する.

〈筆者・須賀工業株式合鮭技師〉

リノリニエーム議譲歩リノタイル

特 製 P ノ 9 ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 祉

本 位 ・ 工 場 兵 庫 鯨 伊 丹 市 伊 丹 五 五 入 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大 阪 事 務 所 大 阪7野五お許認めし 東京支庖東京都益課程関75石和ピル
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1 . 設 計 と 技 術

園民の駿養と文化水準の向上を企図し・亡行われ

た事制改革に依って、全圏各市町村ともとれが賓

施に伴ひ濁立校舎の必要に迫られ23年度22年度と

園庫補助の下、各 k 自主主達成の鴛校舎の建築が一

臨乏しい財務、をやりくり捻出して管まれているが

との建築最中に ある校舎の設計を 一覧して見るに

誠に寒心に耐へき' る ものが少主主からータ有る。斯 う

して設計そ見るとき、その設計に常る者の知識が

余れこも奮 套に走り過ぎ謂所、書昼夜建築の中植使

命を考慮ゼヂ、大正年聞の如き賓に非衛生的なも

のを卒然 としている。建物は一度造営されると朽

ちるまで英の原形は獲る事tまなく改造する事も容

易でないから、そ の設計に首るも のはよろしく環

境壌の上から 、機涜強溝壊の上から、 買. に其の土

地に遁態せる設計を達成しなければ lJ: らないと思

う。特じ英の監管官臨の蛍時者は計置吉原論の上か

ら充分検討して、少なくとも文部省の示せる標準

規準に添うま口〈、且つ有意義? とらしめるよう指導

いたしたきものでb る。それには一際関係市町村

の賞事者に謝し、将来の事校建築は文部省の指示

せる規格に準降、せるものたる事 と云 う指令ぞ蛮す

ると共に、その設計に蛍る者の知識啓蒙にも一助

を奥へら れる事が、日本製校建築費展の上にも必

要 の 事 と 忠 弘

2. 最近の設計走見て

全圏各市町村に於いて、現在建築を完了せる校

舎の設計内容を、計苦言及構造の南方面よりーベつ

して見るに殆んど縮べてが建築衛生墜 と云ふ事そ

忘却し、構造商からは主体構造が自然カに依る破

壊と云う慰に劃して、木充分と忠われる知き構造

計書が主主されている。 地震園である我園の建築、

特に多数の生徒主旨牧容する拳佼建築に於いては、

不時の破壊力に謝して充分耐へ得る だけの構造を

新 制 中 事 校 舎 の 設 計

計 画 に つ い て

ゐ

民

間 清田

有していえZければ主主ら君主い。此貼に封して監督官

踏の係官は設計画に封し充分検討を加へ、震梅市

町村の設討を指導しなければいけないと恩九先

今計歯菌の上から検討して見るに、撃習時I ' C 在る

生徒の頭脳疲勢の主原因でるる通風換祭の問題、

最も効力の有ｾ上、下部の部分をふさいで、中性

帯の部分に大きな窓を設け自然換気の利用が計ら

れておら今採光の面に於いても南側窓は定った

行き方で先づ良としても、その窓の内容そ4尺5寸

と2 尺内外の欄閉そ取って、而かもその欄聞を廻

轄として管理業他の上から誠に不手際なものが見

られる。重光率も非常に少い昆が国会地方に多い

亦一方都合地に於いては、 2 段窓を去って採光量

を充分に取っているが、温帯正に在る地主棄では直

射日光の射入量が多い篤、却って隊輝/ . e 増して窓

近くの者は暑くて耐えられ友いと云う現象/ . e 呈し

ている。防暑のカ』テ ンな ど入手出来さ' る今日、

斯うした窓の取り方は充分考慮して計置すべきで

有ると思う。むしろ斯る貼は遮光庇の利用、ホヅ

パー窓の設置な どをなぜし左いかと云ぴ?とい。音

響的に見て、叉管理の部面から考えて、奮予艇の竿

肱天井は是非共一考する余地がa > る。その原因と

して竿縁に依る音響損散への障害之も、将来は是

非共打上天井とカ¥或は繊維板叉はぺ= ヤ板の使

用等音響的な考慮、を掛って欲しいと思う。それと

共に室内気候、塵撲の問題も充分攻究して高度の

鹿理方法ｾ設計に表わし、接ぶ者そして恒に快感

の欣態に於いて講義そ受け得られるよう たクラス

ルームたらしめたいものである。叉勝進部面より

主体構造を見るに、主体骨組の部材配置が全 く賞

っていると云うのは、力製の進歩ぜる今日少しも

構造計算が施され今、膏套然たるものである。と

れ等は計算に基いて適寸材の使用と、進歩せる種

手仕口密充分利用すべきものと忠弘特に水平カ
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に劃する構造の虚弱さ、剛燐遣に針する筋違、方

放の使用が間違っているもの、笈じ指摘すればい

とま友きものがある. とれ等も関係岩に於いて事

務的に取扱は? に、技術部より慎重によく検討し

て、構造上の弱動、不合理の個鹿は r しどし指遁

改善して、民に文化国家にふさは しい接舎を建築

したきものである.

3. 計 画 規 準 走 見 て

第3001説、第3002読に基く設計々宮、構遣計密

主主見るに、中間 k 仕切の添桂はむしる外側にもっ

て行く可きではなかろうか。勿論数室内へ翁穏に

務主主ｾ取ったものと思うが、平家建の場合添桂ｾ

必要としょうか。方杖もかひ方杖よりもむしろ最

初から狭方杖を合掌まで延ばして、ぶールト締又

は釘打ちにする方が強度の上から云っていいと思

う. 技術の低下している今日、筋遣を 4 寸 5 分 3

つ割な使用し、水平カじ依る挫屈に劃して間桂を

大入にして、とれそ防ぐと云う事は少々難慰が有

る様に思、われる. と云うのは技術の劣つでいる今

日意志遁 ! n亡間桂の仕臥切込が出来、ピツタリ

巌込み得るかと云うと、なかえ主か至難でそうはか

r らない。すると何れかの部分で障害者智生 じて来

る事に主主る。少 k の木材は無駄じなるかと思われ

るが異物を使ひ、とれｴｲＺ指示する如き仕口ｾ用ひ

大釘ｾ以て留め、南端ｾ柱にぶールトを以て締付

け・る方が強度上安全7 l 施工方法と思われる.

ヲえに窓の取り方であるが、寒帯直じ寓する地方

は、あの 2 段窓で採光と自然唆房とそ粂ねて最良

の方法を考え られるが、温帯N rr:: 属する地方は、

余り太陽の直射光F 畠くて、窓近〈の生徒はむし

ろ暑さを感歩るようで、却って蹴カの上から言つ

でもいいとは云えない。むしろと弓し? と地区では

遁賞の窓機関主主筋すような指示が有っていいと恩

われる。線拐の貫も模打ちと同時に釘打併用が望

ましい. 綾終年度の本年、園庫補助が中止と か有

るとか言われているが、若Li 糧観される場合は奮

年忙増して新建築が賓施される事と思うが、設計

の任にあたるもの絡亦指 導の任花賞るもの 、よろ

しく斯うした鮪に留意の土、永久に利用度の高度

完工る事校建築を完成したいもので診る。

( 筆者・富田建築設計事務所所長〉
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| 相 互 斡 旋 |

O求 職

1 . 中身書出英文タ 4 プ心得るり 男21才 装飾庖

見習希袋、住み込み夜撃に逼ひ? とし。

1 . 関西高工建築科出身、設計現場出張所長等経

験者 50才 勤務地何れにでも可、給興等に

希望僚件なし.

1 . 縞井工専態築出身 19才。闘西工事校建築科

出身 30才. 設計責務経験者 39オ。

0 人走求む

大事建築科卒業30オ迄の設計計算t r : 興味を有し

研究をなさんとする者、勤務地徳島、宿舎設備

あれ相営待偶、研究費支給。

O求白書

1 . 九州支部舎員、九大土木工事出身、大正15年

生、回畑宅地家屋を有し生活普通、 20::} 前後

の女専程度出身の方を希撃。

ＱＮ 京大建築科出身 ＲＷ 才、官吏遁営嫁ｾ求む。

O土地家屋譲渡

1. 庚島市牛田町早稲田宅地 100坪、交通使、閑

静の地.

1 . 京都市島原及桃山附近紳戸市楠町高級住宅。

1 . 吹田〈京駅紳念行千里山紘〉敷地 114 坪、卒

家建坪引、約50万円位。

以上蓮絡は本食事務局長宛の事

記事脱落追加

前鋭 ( 7 月妓〉に掲載致し ました図主豊平準先生。「プ

レコ ンに就てJ o本文中、 11頁上から 25行自 の 「現在プ

レ= ンを企業化して仰る後犯の 2 合軍土に於いても」の次

にそ C 後世己が段落している形になってお P ますが、後宮己

は紙面。都合でWi Jll をしたものでナが、そ 0 2 合軍土とは次

の2 曾置土である事を遁記事!:L ます口

1. 日本プレ= ン建築株式合鮭

東京都中央E 日本橋江戸織 1丁目 15番地

2. ユタ古フ・レコン建築株式含量士

名 古 屋 市 中 直 新 築 町 4 丁目 17番地



日 本 の 災 害 史 と その 針 策

中 野
士

口
菊

は し が き 倒 ナo 年をとえて止まずロ[ 可 7 年 1 月出易地震で減

日本) L 於ける天災地型軽は枚参にい とまがない 口 岡 本 @ 獲る。 7 月賞禁内に震して火災あ l lo

歴史は災害に始ま P 災害に終っていると飼うても泡官で 文徳天皇〈西暦 ＸＴＸ 年 Ｉ ｾ鮮 Ｔ 年 Ｘ 月大雨出水、人畜 ｃ

はないのである。 損害警多し、同 3 年 7 月大雨大極殿 ζ わる白

火災において紳代からの火災嵐である動、その他雷災 仁害事元年 8 月大雨風水容あ P 。

験災、 71 < 災、風災等乏しき資料に依るだけでも、ナペ 務担! i 3 年地底身震い京師lfr.. 城南の厳合袋れ併塔傾〈

てが災害で一貫 L た歴史乞もって今日に至っているロ 清和天皇( 酉廃 857 年〉天安 2 年 5 月大雨出水、溺死ナ

第 1 章においては日本 の天災地獲を採 P 、第 2 茸U<: お る者多しD

いてその針策を 論 述するゆえんのも C は、日本が世 界 で 陽成天皇( 西暦 859 年〉良書耳元年 8 月罪悪雨 5 )3よ II 8 月

も有致な災害閣であって、われわれが過去。日本歴史で に及び大水、地震に震え同 2 年罪悪雨多〈京師大* 。

事ぴ、そして壁土えられて来た御めでたい図では決してな 関 7 年大風雨水答多し口問 8 年 3 月目撃ヲミ門火あり D

い ζ とを知ると共に、そ@ 針策を敗戦という現実から焦 I司11年 5 月陸 奥地大いに震い山裂け海荒る。 7 月 肥

土と化し? と験災都市の復興に今にして寄奥しなI t れば、 後。海荒れ 6 郡を' & ナロ問13年 8 月大雨鴨河出 71<民

目;本C 災害警史は今後も永久に繰 P 返されるであろう とと 舎を捜ナ。同16年 1 月冷泉院火あり問客財宝を鎗〈

を恐れ るからに外ならない。 同18年 4 月大経股火災、殺日間減せずD

第 一 章 B*の災害史 光孝走皇 ( 西廃 877年〉 元慶 4 年12月地大いに震ν、、大

太 古 史 極殿壊れ京師。民家多〈獲る。

彦J火々出見掌降誕の際、御母木花開耶姫命が2 f 屋に火 字多天皇〈西暦 885 年 〉 仁 和 3 年 7 月地大いに震う口

を獲した停訟があるが、それが事実とすれば、日本に於 同 3 年 8 月大風雨、京師の民会多〈伺] れ庫、死する者

ける天災地変の始ま P である D 多し、鴨河、葛野河出 71<す。

よ 古 史 l W醐天皇( 西暦 889 年〉昌恭 2 年合瓜あ P 、大縫段、 E革

推古天皇〔図腐、 601 年 ) ＳＱ 年森南穴水あ ｾｯ 34年久し〈 御盤、中務省豆腐皆傾き京闘の民合多〈獲る口同 14

祭雨、 6 月雲降り天下大い に卸LゆD 年 5 ) 3 東京Jた災あ P 、 600 余家を延焼ナ白

中 古 史 朱雀天皇〈酉，. 931 年 〉延長元年京師屡h 火災あ l lo

天智天皇〈西暦 662 年 ) 4 年帝京大71<あ' ll 0  同 7 年大風雨、勝向決壊し東西c 民会多〈倒るo 岡

弘文天皇〈西障害 672 年) 1 年 6 月京師大地震 あ II 0  8 年 8 月清涼殿に落雷すD

持続天皇〈西11686 年 ) 6 年 5 月穴水ぁ l lo 村上天皇( 西暦 938 年〉天慶定年地震々震ν、各大雲深さ

翠 武 夫‘皇 〈図暦 724年 〉 天Z手6 年 6 月六地震あ l l o 問17 丈に及び鴨W 向71< ｌ 民屋多 〈倒る 口同 Ｒ 年Ｒｪ＾Ｎｾ守門反

年夏より秋に至るまで地震多し。 し火を 東 西 京に放っo 同 7 年大風京師の民合獲る 。

桓武天皇〈西謄 781 年〉延暦19年春夏に宮土山: 爆裂すD 天磨元年大風、河出 71 < し宮内屋舎多〈倒る D 岡 2 年 秋

悶 ＲＱ 年富士山Ｚ爆ｾ熔岩足柄 の 路ｾき・箱根 の 路を開〈 に大風あ P 民合倒る 口 問 4 年朱雀院火災あ ll o

. 2 J i 城天皇( 西暦 806 年J 大同支年 8 月大水、近畿地方彼 天 徳 2 年二僚院Jたあ l lo 問 4 年 9 月禁中火あ1 ) 0  ia明

害多し。 [i司 3 年 卒 命 京の方京衡の坊失火し 、 民 家 殿、宜陽段。歴代の紳器、重器、文書多〈俊きつ〈

180 戸を延焼ナ。 す。 10月大摩寮火災おり D  

嵯峨天皇( 西謄 810 年〉大同 4 年 9 月暴風家屋を倒す。 膝 和 2 年京師洪水あ P 、鴨河堤法嬢ナロ

淳和天皇( 商用f 824 年 〉 弘 仁 9 年 7 月忽東路園地震あ型 冷泉天皇〈酉廃 964 年〉康保 3 年 8 月京師洪水ぁ p 、 民

山崩れ民多〈死すD 合多〈漂波ナ。

仁明天皇( 西暦 828 年〉 天 長 4 年地大に量産ν、多 〈合屋を 悶敵天皇〈西暦 968 年〉安利 2 年 7 月大風雨あり、宮門
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官舎多〈袋る。

天延定年 4 刃、盗賊源満{ 中。家を焚く、延焼するとと

300 余字な "0

貞元元年 5 月妻美内火あ "0 6 月地大い震う、 9 ｾにｾ

るも止まず。

天 元 3 年 7 刀大風雨あ P 木折れ厳を倒し、美蘭門、皇

軍5門、主主智門、羅妓門及跨堂多〈倒る o 洪水により

東西民合多〈漂流すo 11月 禁 内 久 あ れ 殿 舎 多 〈 鎗

〈。同 5 年春京師盗多< ｾえを放っ ｯ 6 月盗賊により

式乾門を焚< 0  11月禁内火ぁ l l o

一係天皇〈西暦 987 年〉永群元年 8 月六風あり. 靭集堂

膝天門、東西隠40問] f { 金昌門、東西廊14問lIJi 倒し、

英他官舎門会多〈破誤す白書者調洪水あl 1 0

正暦元年忌月商寺火災あl 1 0 同 5 年 2 月盗成、後E言殿

及弘後段飛香舎を焚〈。

長 徳 丸 3 年京締屡 k 火災あ F 。

長保元年 4 月禁中火災あ P 。向 2 年 8 月大水、鴨河溢

れ京極以西人家獲る口問 3 年 11月禁中火あl 1 0

三僚天皇( 西暦1004年J 寛弘 2 年 2 n大薮省火災あり。

11月禁内火災あ P 紳務大刀契焚すD 同 6 年10月一候

院火災あ P 延基天暦以来累靭D 主主総を愈〈焚 く。

後一線天皇〈図Z寄1012生存〉長和 8 年 2 月禁内火災あl 1 0

3 月内滋寮、第部望号火災累代。貧者器、薬物重量〈傍〈

寛仁 3 年 4 月盗賊君事、芳会書己焚〈。

万軍事 Ｔ 年右近衛停の図書望号火災ぁ ｾｯ

後朱雀天皇く西暦 ＱＰＲＸ 年〕長走 Ｗ 年 Ｘ 月六風ＨｚＩｾ洪水あ

P 入省二字、巽角廊、鹿天門並東西廊及雇士号予民E量多

〈倒痩ナo 淀河7 1 < 溢れ民会答を彼る。

長ｊｬｦ Ｓ 年 Ｖ 月禁内火災ぁ ｾｯ

長久元年 5 月京師の盗絞火を放つo 7 月六風あ P 。入

省院倒る o 9 月京級院火災あ官。同 3年正月間容寮

火災あ! J 0  ＱＲ 月畿内火災高ｾ !J 。

後冬泉天皇く西J l f 1046年〉永主主元年 2 月大政官の靭所鎗

失ナ。同 3 年 6 A閑院傍失す。 11月著書内火災あ! J
o

康平元年 2 月袋内火あ P 大縫殿、中和院、靭S主主主延焼

し; 後屡々 3九災あ担 。同 2
年 正 月 →E医院焼失す。

白河天皇〈酋}ff 1069年〉廷久元年 9 月大風雨あ !J ri 合 多

〈倒袋す口

承保元年延暦寺C 信徒円披号舎を焚< 0 同 3 年 2 月伊勢

内宮 c 外院俊失し累fモc 文書事E事象ナ。同年 4 月春、

賀陽、高倉、三僚の三院火。災にて鎗失す。

永和 2 年 7 月六内火災あ "0

掘河天皇〈商暦1087& P ) 寛治元年 2 月京師火災あ P、犬

炊御門j ) ) . 北- 1 I 長以南東洞院以西室町以東皆焚〈。同

6 年 3 月京師火災あり延俊10余町に及ぶロ
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鳥羽天皇( 酉廃1118年〉元毛色 2 年 5 ，月遅磨寺。信徒、叡

音寺、- - - 1 際寺を焚き又円減寺を焚〈口

祭街、天皇 ぐ西暦1120年〉保安 2 年京師盗起習火を放っ白

天治 2 年12月京都大火あり帯主遣の家60余町友盤とな P

六角堂を告書〈、: I i IJ ' tz: よ! J 500 年k 縫たも C な P 。

長 承 3 年 9 月大風、諸司合及び京師民家彼苦手多し白

近衛天皇Ｈ西暦 ＱＱＴＲ 年〉康治元年 Ｕ 月洪水大内及び第ｾ

@ 邸71く満ちて海の如し。

久 安 4 年 6 月袋内火災あ P 。

高倉天皇( 西尾署1166生存〉仁安 3 年 2 月京師大火 3 千余戸

を焼失し、千年堂、悲回院、京極毒事皆災に書量る。

承 安 3 年 5 月森雨洪水C 気河泌c 人家多〈流損ナロ

安徳天皇〈西廃1177年〉治ゑ元年 3 月京師大火大内山に

及び大極殿、八省院悉〈焚き 2 万余戸を焼失すom

都以来の大火な "0 11司 3 年 11月地大いに震うo 同 4

年12 月円減寺、輿穏寺、東大寺焼失すo

活 古 史

後鳥ヨヨ天皇〈酉廃1185年) 文治宝E年 7 月京事略。地大いに

震い官舎傍寺破捜し死者多し。

土御門天皇( 西暦1199年) IE71古元年 5 月京郎大7k あり。

建仁 3 年12月二僚殿火災あり。

順徳、天 皇 C西暦12昨年〉承完走年 9 月朱雀門傍失すD

建廃元年10刃朱雀門倒る。

E童保定年京師屡々火災語; "0 同 2 年 12刃新院、御所、

大炊御門、京極殿火災あリ白同 4 年 8 月六風、木を

折り患をあば量、太政官殿、南門、東院、大炊害専門

倒すo 同 5 年 9 月大風の銭朱雀門倒るo 悶 6 年 4 月

京師火災あ P 延焼 100 余町に及ぶロ

f中恭天皇〈西暦1219年) 承久定年 4 月京師大火あ! J
o

7  

月源頼茂反ｬＭｾえを仁事事殿Ｈｬｌ火を放ち殿合宝物を焚く

。

後掘河天皇〈西暦1225年〕姦徹 2 年 6 月徳小路、場川宗

監* 庫火災あ P 、和漢書籍茨盤となる。又官。ヨヒ殿

火災にて銭失し、累代の文書悉く鎗失す。

安貞元年 4 月京師大火あ哩廷鎗して大内に及ぶo 是 0

年地大いに震予口

四僚天 皇〈西暦 ＱＲＳＳ 年 〉天稿 Ｓ ｦｅ Ｓ 月大 ｅ 司王ｾ皇室門倒る。

後深草天皇く西暦 l 246年) : 1l 元 4 年 4 月三僚坊門火災あ

"0 6 月主主自l I i火災あ P 、六角音量、関幡堂、公卿第、

敏 十 ケE庁延焼す。

建長元年 3 月京自IU大火、涯銭して遊撃 3 院に及ぶD

I E嘉 2 &手4 月六炊御門火災 にて焼失ナD

亀山天皇 C西 暦1259年〉正案完年 5 月開院火災あ P 。

弘長 3 年京商uB者園大風のため屋を壊す。

御字多天皇( 商用i f1264年〕文永 5 年正月京師大火あり 。



同 6 年京師大火廷俊して蓮華経圧院に1k. び大外飽師粂

文書鍋失ナD 同 7 年 8 月五線殿火災にて焼失ナ。

主主治 3 年 7 月京師大火あ P延焼して六億殿に及ぶD

伏見天皇( 四月! f 1278竿〉弘安定年二信殿火災あ! 1 0  Ji司 4

年 8 月六風雷h !1 。 同 7 年 4 月京師大7 1 < ぁ P 。

正 路 3 年 3 月賊浅原軍事額賃Lれ火を放ち皇后焼失す。

後伏見天皇 t 商 廃1293年〉永仁 5 年 4 月冷泉笈小路殿火

災あ! 1
0

花岡天皇 ( 西暦1311年 ) B延長元年11月宇治橋火災焼失す

正和 3 年 2 月傘勝寺. 最豚寺火災にて焼失すD

後夜首筋天皇( 西暦13 7年〉文保元年正月地大いに震い蓮

日止まず。

正中 2 年地大い( i ( 震う。

元弘元年 7 月地大いに震い富士山量生育丈紛れる D

後村上天皇〈西暦1340年 ) .輿倒 6 年 及 貞 利 元 年 8 月京師

地震う白Ｑｅｾ元年及貞利 Ｒ 年 Ｙ 月京師大風展を倒す

1E2p 2 年 及 貞 利 3 年 5 月京師地大いに震う o 1E2p 5  

年及銀総元年 5 月京師地大いに震い 7 月に歪 P 大 7](

あ! 1 0  1E卒 6 年 及 根 政 2 年 2 月京師主也大いに震う o

E 卒 8 年 及 文 和 2 年 4 月京師大風、民官院{ j l J捜す白

1E2J>. 11年 及 延 文 元 年 7 月1 : ( 師地大いに震い 8 月大風

洪水にて太政官隠門例る白玉2 J S . 13年 及延 文 2 年 5 月

京師地大いに震う 0 1E卒16年及康安元年 6 月よ! 1 12

月迄京師大いに震うとと 9 因。1E2J S. 20年 及 貞 治 4 年

豆月京師屡々火災あ P 疋卒21年及貞治 5 年 6 月京師

大風あ! 1 . l J 聖書院倒捜す。

長E聖天皇く歯磨1368年〉正平24年 及 緩 安 2 年 7 月、J ! 徳

3 年 及 臆 安 4 年 3 月京師地大いに震う。

後免山天皇( 問屋1383年〉 弘和 3 年 及 永 徳 3 年 4 月、天

中 8 年 次 明 徳 2 年 10月京師地大いに震う。

事露光天皇 ( 西 暦1394年 〉 駿 永 8 年 7 月、伏見殿火災あ P 累

代御記文書祭器悉〈亡ぶ。問12年 6 月紙関東土a島居倒

る。同13年大風あ P 大政官熔倒壊す。同23年 6 月土

御門、烏丸火災あ P 上皇宮廷延焼すD 同30年 地M々

震う。同33年五僚火災あり延鎖して二僚に及ぶ、後

IlI k 火災あ P 損失凡そ 100 余町な P 。

後花園天皇〈西暦1429年〉永事 5 年 9 月地底身震い止ま

らざるとと 2 旬余。! 司 6 年 2 月京師火災あ P 因 幡 堂

万穏寺に延援して鈴失 1 万余家な! 1
0

同 7 年11月八

坂培火災あ! 1
0

嘉吉元年 5 月洪水にて鴻河四係、五僚布告流失す。 6
月

大 風 ( i ( て太政官艇、西廊倒壊す口問 3 年 2 月押小路

火災にて延焼するとと三僚坊門に及ぶ。

交 安5年4 月より 8 月まで地屡k 震い、 7 月洪水あ担

て 五 件 特 多 翁 壊 れ 人 多 〈 溺 死 ナ 。

後土御門天皇〈西暦1460年) 1t 1E 元年 2 月 地 屡h 震う。

廠仁元年 5 月 駿t質量火災あ! 1 0  6 月東軍一色氏、第を

傍き延鎗18町に及ぶ。 9 月書評翠院其他第を鎗〈。

文 明 2 年10月相酒寺大塔火災にて焼失ナ。 I司 7 年 2 月

安楽院火災にて延焼重量百戸に及ぶ。 8 月鴻河洪水に

て宮塩渡す口問 8 年 11月室町行宮火災にて歴代。典

籍者器物焚滋遣すととなしo J司11年主主師火災I t k 起る

i司18年大畑、禁闘北門倒. t J - 諸第民家多〈倒る o

後柏原天皇( 函廃1492年J 関8113 年 7 月四僚火災起 P 下

京6G町延焼すo 肉 9 年 7 月柳原火災起 P 百 余 町 延 鎗

し公卿以下の第宅 2 万余君主文書貨尉多 〈蕩鐙ナ。

永1 E 7 年 8 月来絹地大いに震ν、遠江尤も越し。陵地陥

書道、 2実名湖と遜ず。今切@ 渡が是である。

後家良天皇( 西1 I f 1532年〉天文 4 年 2 月大風雨あ E 目撃

門例る。 Ji司 5 年 7 月延磨寺派徒、日蓮宗21寺を倹童

市街地延鎗算なしo 向13年 7 月京師大洪水あ P、 四

僚、五僚布苦流失し、皇后に及び図垣門機袋る。

1 E 貌町天皇〈西暦1558年〉弘治 3 年 4 月上京火災あ P 、

4 百余家を延焼ナD

永 旅10王手10月火を失して大働殿を延鎗ナ口

元 色 2 年 9 月信長叡山を鎗〈。

後陽成天皇( 西暦1573年J 天 疋 元 年 4 月京師大火ぁ P 、

128 .ケ所に及ぶ。 問 5 年 8 月叉大働殿を鎗 C。 大 阪

娘 夫 主 閣 を 鎗 < 0 同13年11月地大いに震う。

後7 1 < 尾天盆〈西皐1596年〉慶長元年 7 月京畿大風寄hl l

地大いに震い大偽量生、北野正霊堂、東寺、金堂皆袋れ

伏見妓倒る。

朗E 天皇〈西暦1624年 〉 寛 永 4 年11月富士山境火す。閲

10年疋月関東地大いに震い箱根山創るo 悶1J 4; 7 刃

江戸商披火災あ! 1
0

同16年 8 月江戸城3たあ P 殿 字 蕩

鐙す。同 17年夏、松前字知滞海溢れ山火を重量し焦土

海( i ( 入 P 一大島を成すD 同18年江戸ょたあ P。

後 光 明 天 皐 f 商 皐1648年J 度 安 2 年 6 月江戸地大い に 震

い官邸市合殆ど倒る D 向 3 年 3 月東燭地大いに震 う

4 月家光六書膏侯に命じ銭。内外火を失せば念( i ( 騎を

裂して来援さナo ｾ昔侯 ｣ 防久にあてる事比に始まる

後酉院天皇〈酉廃1652年〉承感 2 年 6 月大内久あり備に

文庫一字を存ずる C み。

明廃 3 年正月江戸風筈ょたを失ナロ本郷よ P 南八丁場 K

a  !1 /1、石! f I 以内麹町以来皆焚き涯鈴して牙減威披に

及ぶ口 火災止まさ・る ζ と両日 、J I l l 合街坊悉〈焦ニとと

なる口開府以来の災筈な! J
o

万治元年 12月伊勢内宮火災あ! 1 0 問 3 年 5 月言者回大7 1 <

あ! 1 0

I t 元天皇〈西暦1661年〉寛文元年五月皐居火災あ P 公 卿
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。第邸 119、偽寺10余、民屋 960 余戸を延焼すD 同

2 年 3 月京師地震ν、錫偽破捜ナo 5 刃京師犬ν、に震

い躍霊長民合、披廊、右寄梁悉〈勝る。同 5 年曾大阪。

天主閣を震し、火事巨摩，1 ( . に遭うて爆後ナD

延室元年5 月京師大久延鎗して皇居に及0 : 5千余字な P

同 2 年 4 月畿内大7Fあ P 三僚橋嬢る。 11月大内成る

是 c 夜 京 師; たを失し行宮及び綬神の宅60余字を延鎗

ナo 12月イ山洞御所及び3震源門院火災あJ : ) 0  [i司5 年 10

月常陵、陸奥逆浪陸を浸すD

東山天皇〈酉廃1684年〉貞手元年 2 月伊豆大島爆量産し友

砂海をヨ填めて山と成る。

元 禄 4 年 8 月幕府奏して防火局を建直門院CDj i 街に起し

近 畿C 踏侯を牛歳毎に交代せしむ口問 11年重量寄屋街

ょたを量産し南風猛烈、延鎗 2 星余、寛永寺c 主主合蕩鐙

し唯中堂、文章最堂鑑} 亡完る ロ之を中堂のよたと云 う。

悶15年 6 月洛中洪水雷震98ケ所、河7](. 大いに渡る。

悶16年10月江戸地震い城廓多く疲れ安房二線、伊豆

相撲海溢れぞ民家波ナロ爾後地震う事一日或は量生 ＱＰｾ

小石Hl 1 < . 災あり延焼して本町・深Hl V " e 至 P 商圏栂焚〈

中御門天皇( 西暦1704年〉宝永 4 年東海遂の地大いに震

い遠江海蛾。 10月伊妻妻、近江、噴き首陸、尾援、駿河、

海 溢:n. 、荒井、白須賀の 2 廃を浪ナ0 11
月駿河‘ 皇室

江 C
地大いに震う口放にー度久を失すれば延鎗聖堂夏

令を下し庭を葺〈にーに瓦を用い或は霊土を以て之

を塗 b しめ英資材を貸す、又庚衡を作 P長壌を築宮

以て防火に使にすo 而して市街に命じて教火夫〈消

防 手〉 を 怪 < 0 凡そ40余聞伊呂波を以て滋之なし火

起る苦手に之を駆って消火せしむ口之によって脚下の

火災漸〈減す。問 5 年 3 月大風、1 l ! : 師火災あ P 皇 宮

災に躍る D 是@ 日 1 万 3 百余家延鎗すo 12月浅問機

焚 き 康 管 。 如 し 口 近 < ｃｄｾ 昔幽皆次砂をふるロ

ｅ 徳 Ｓ 年増木町、油小路火災あｊＺＩｾ卿邸第町、民屋千

百戸焼失す。

榎町天皇( 西暦1716年〉享保 2 年E 月江戸火災あ目廓内

諸第重it< 延焼すo 同 9 年 2 } j 大阪火災あり白岡13年

2 月江戸1 < . 災あJ : ) f I 守下市街年を紐て繁盛し屋字櫛比

隊地な L o 同15年京師火災あ P 公卿郡第及民屋2790

戸延焼し西陣後 3 万余友燈となる D 同18年% 土山噴

火し土砂友を降らし闇夜 C 如 き 事 3 目、地主主ナる事:

5 尺、相撲川窪望書ナ、今 k 雲 ふ F 火始めて滅失す、

岳麓〈紫走口 ) .5IJ にー峯を主主ヒヨZ永山と呼ぶ。

元 文 5 t竿 7 月京都穴水あ P 三僚繍獲る口

x 保 2 年 7 月畿内、東海、東山、北陸大雨洪水とな P

堤 防 決ill!量字決すo 8 月大雨連句v " e 及0 : 三後続捜る

挑闘天皇〈西暦1747年〉主主延 2 年 8 月風雨大雪ぁ B 、 二
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僚娘夫主閣官震の震に鎗 <0

後濃町天皇 ( 1751年〉宝廃元竿 4 月越後c 地大いに震い

宇 夜30余回、盛合塗〈撲る。同 7 年 4 月東海、北陸

大* あ P 口 問 9 年 5 月加賀金津久災あ P 城邑市街1 J < .

量産となる口問10年江戸大火あ P 数日止まず、延鎗 2

千余街、永代、商圏の鰭橋室〈焚〈。

後桃濁天皇〈西暦1764年 〉 明 和 2 年 4 月大雨あ P 鴨河氾

濫し賀茂祭を行えず、明日浮橋を設け祭事を行う D

光裕天皇 ( 1772竿3 安永元年 2 月江戸火災、廓内に延鎗

し寛永寺山王@洞蕩重量すD 明I f i 以降。火災なJ : ) o 7  

月西海大風水管、長崎o 海溢る白 8 月東海、南海大

風、屋を倒し樹を抜〈。同 2 年 7 月大風雨あ P 、 路

道洪水にて行抜湿ぜず。同 7 年 7 月京師大* あ宮第

泌を捜し構築皆溢る o 9 月大隅、墜E援の地 大 い に 震

い槙島焚 垂沙右を雨し、 10月に歪 P、火始めて止む

槙 島 周 図 7 昼、土沃にして人事司し、屋合同園皆煙波

す。 海中数小島 を漏出すロ伊勢、 尾ｾ迄ＱＱ＼Ｎ飛ぶ 。

天明 2 年 7 月関東地震い相模最も茜し、箱根山崩れ小

回原城捜る。同 3 年 5 月草津温泉暴涌し浴人湖死す

雨夜鍛炎を生ずo 6 月関東諸園大7](. あ F 冷さ深秋。

如し口 7 月上野信週l CD地大いに震い浅間事長噴火し曹長

泥空湧しl漫臭数星外K 関ゆ口利根川盗れ40余 村 を 浸

す0 ・寵災c 地 方20余塁。同 6 年 7 月関東大* あ P江

戸尤も叢し、街頭水深きE庁6 又は 7 尺なJ : ) o 同 8 年

E 月筆下; たあJ : ) o 比瞬建仁寺、画薬指奇l I l f 失火し東南

風f . ! ! しし1 < . 京中延傍し皇后仙洞2 t ニ僚本丸を:鎗 き

災事害地域は東大和大路よ P 西千本に至 P 南七僚よ P

北玄番町に至る。皇居、仙院、公卿邸第 130、主主家

邸第60、大小俣 920字 、 人 家18，3000問、友燈となる

腹仁以来の大火な P。

寛 政 4 年 4 月肥前の混仙獄噴火し地震数日、山崩れ海

溢れ虚舎を漂波すo

字和 3 年 3 月江戸大: たあ P 侯邸、市合延自脅し約28万 余

戸焼〈。同 4 年 8 月江戸永代橋断m溺 死 者 多 し 、 深

川I入幡@ 神舎に参 る者陵績として橋によ P 綱となる

仁孝天皇〈西暦1818年〉文政11年秋大風水害、西南諸闘

尤も慈しD 向12年 3 月江戸大火、約11万 9 千戸焚く

天保元年 3 月伊勢紳宮久災あJ : ) 0  7 月京師。地大いに

震ν、城郭宮垣霊量〈獲る o 同 B 年大限市街大滋行索。

ため放Jたされ火災爾日にわた P 燃 え 市 合災に，掘る者

18，000 余戸口岡 9 年 3 月江戸商披火災あJ : ) o

孝明天皇〈商廃1844年 〉 弘 化 元 年 5 月江戸主主久災あJ : ) o

同 3 年 7 月京都大* あ P 三僚、五僚繍易担る口問 4 年

3 月信担農地大いに震う。肉 5 年 5 月 江 戸 城; た災あ P

同 6 年 2 月豆、相、番号、主主の地大いに震ν、、箱根、



足柄。賭山崩れ小田原城撲る。

華客永 5年 7 月洪水にて三僚、五僚橋書長る。 8 月叉洪水

舟橋を以て往来を遁ずロ

安l ! i IC元年 4 月大内3<.i>!1 皇居其他 6，993 戸を焼く o 11 

月後内の地大いに震う口問 2 年10 月江戸 c 地震う。

初め東南光あるとと 3<.fD如〈倹に震蕩す。邸第虚合

傾倒し- f D金きものなし、火災20余町に起 P 暁に. u: .

む、余震 3 日始めて. u : . む口問 3 年 8 月江戸大風雨、

属中良皆飛び海盗る口同 6 年10月江戸披火災あ! 1 o

万延 3 年 6 月江戸商主主火災あ! 1 0  11} f 江戸城ょた災にて

焼失すD

万治元年 7 月長藩の兵、闘を犯すD 兵火 3 日にして京

師大宇焦土となる。

そC 後は明治、大豆、昭和となって今日に至る裂であ

るが、紙数の都合上積を改めるととムし省略ナる D

第 二 章 「対 策」

以上の日本C 災害史から、如何に天災地型軽量f 多いかが

了解された ζ と与信ずるがと C 資料は日本C 災害史@ 全

て で は な い 代 表 的 な も C に過ぎないo 新〈の如く歴史

上に記録された災筈は、全てがそ C 食時に於ける未曾有

の災害ばか P でおる震で、歴史の中に宮己録される災答。

数行の文字から、その省時C 惨般を知ると k が出来ない

が歴史は常に後世c 人が作る C であ P 、後世主の歴史家は

哀しい災害@ 患い出を忘れようとし笹き落そうと努め、

その災 答の翼賛を俸えたがちない C が? 皆殺である D それ

は全くいけないととでるるロ吾々が災答。ある度毎に考

えるととは、常に正しい歴史を正確に傍える養料を主主ナ

とと、過去C 災害を正し〈伴える歴史人でなければなら

ない ζ とを痛感ナる D 湿古知事青というととわさf は、と C

湯合常に過去C 災害に想いをはせ、それに衡する釘策を

線 P その針策を万難を排して賞行する ζ とでなければな

らない。

然し天災地獲には、火災、震災、官災、戦災、 Ｗｾ 災、

風災あ P で、その針策も多種多額置であるo 要はー部を除

量全て防火に鯨ーするのである D 防火とそ天災地鐙に封

する唯一の針策でなければならないのであるロそ C 個々

について、具体的にその封策を述ぺ御参考にしよう D

①火災K 主すする封策

災 筈 の 中 で 火 災 程 恐 る し い も の は な し 日 本 の 災 容 史

c 大牛が殆んど火災でるるといっても泡雪ではない。そ

の恐るべき火災が今も筒相変らず緩行され家を建て与は

鎗き財を蓄えては俊きしているのである D 火災後生の数

に於いて世界でも有数な火災閣である ζ とと、大火災。

後っかが世界大火史c 中に官己録されている ζ とは決して

名替なととではないD その原因が日本人が火@ 取扱を粗

末にするからであ P 、叉3<.fD安心が足 E ないか b であろ

うが、 3壁際に於いて日本人程世界でー審火を恐れる図民

であ P 、1えに対して注意深い民族 lまないのである D

最もよえを恐れよl<.fD要心をナる主主図になぜ火災が多いか

というと、日本の家屋が木と釈で構成され非常に燃え易

〈且つ燃え移 P易い開放的な木建家屋であるととである

= ユー E ーク市、ロンド Y 市、モエグワ市c 金てが不

燃化都市として今日に至った原因が、験3 < . と大火の歴史

的成線、の中から不燃化建築でなげればな b ないという給

紛が生れ、それを忠貨にj ! r 行して今日の如! 量不燃イヒ都市

としてJ r 現している c である。

大平洋職容のかじめな敗北に依って得? と焦土と化した

都市の復興に、終戦後 5 < 1 f - ・を迎えた今も伶相変らず木と

紙で出来ている木造@ 〆ラック定がJt 築せられつムある

現完走かる、如何に大掛 P にラジオで火c 星空心を叫びつづ

けても、消防局が如何に宣傍普及に努力し消防施設を完

備しでも、火災図としでの汚名は永久に拭い去るととは

出来ないであろう。

今後の日本C 都市症築物は、如何に主主むペ豊か又如何

にあるべ量かは鍔然としている。

とれから C 建築物は、会て餓筋コンク D ート透。如き

不燃化建築でなければならない以上、不燃化建築物で日

本 C 者s市が務成された時とそ会てが解決される@ である

不燃化建築物め出現とそ火災図日本を救う唯一のキイ

ポイントである。而し資材と資金C 不足から、之が急速

な' J J f . 現は不可能視され出現への障害となっている C でる

るが、耐火建築物の磁資と稀助による既存の木造家屋の

防火改修と、更に耐火構造でなければj [ 築出旅ない甲種

防火地直の増設と鎖5l{;D; 望ましいo 今後¢駿災都市C 復

宣蓄には燃えない都市への出現へ肉って@ 否 h の一段。努

力と市民c 協力主理解とが必要である。

①震災に封ナる釘策

日本が地震図であるととは叉余 P にも有名である o 日

本は南か b 北えニつの地震平容に挟まれてお P 苦から地震

には費量々として見舞われ、その災害も叉多いのである。

氷山住地震、非3丸山性地震毒事枚患に遣がないが、そ。

内で久山性地震はその数は少〈彼容も大した事はないの

である。

而し非火山性地震は陥蕗性地震と橋治性地震とに分け

b れ、日本の震災の多〈は之に依るものが多い。陥落性

地震による例は多〈はな〈、被害もたいして大き〈はな

いが、 ( 明治32年採湾有馬地方の鳴i!lI.' 地震は之である〉

構造性地震による被害は大きく記録される地震c 多〈は
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ζ C種に属している。地主= 地震、断層地震というのは、

共の地震の結果又は同時に出来る地形の変fじであって、

地殻の構造に起る地震で海痛が附垂も c であ P、 と @ 海

事留による高度容が叉日本では大きい c である。

世界屈指の地震闘である日本@ 都市は危険な完走態に曝

されている。大地震と大火災は緊密な翻係にあ P 、 a ，< D

翻東大震災に於ける東京と筏演の被答は* - 災によって焦

土となって刷るととを知ら ねばならない白

地震が四六時中繰 P 返される目本I ' ! : 於いてそ 0 被害を

よ P 少〈ずる封策は、耐震的な且つ耐久的な構造の建築

物でなけれ医ならないととである。

①風災に封ナる針策

日本は叉世界的によ〈知 b れた暴風園である。風災に

よる彼筈も又日本代は枚拳の遣がない程である。日本が

台風関内にあ P、その通過する道筋になっている事では

あるが、暴風による火災、暴風による 7]( 債も叉必ずつき

ものでわる。

明 和 9 年( 酉廃1772年) ＼ｄ 江戸。大火、昭和 Ｙｾ の関

西c 風水容等はその顕著な一例である。

風災に重苦ナる針策は耐風的な建築構造C 建築物である

と同時に、防久的な構造でなければならないととはまう

迄もない。

①水災に封ずる霊訪策

日本程雨が多〈又洪7]( <D多い閣はない。之は山が多〈

海岸迄のm離が短いととにもよるのであるが、之が対策

は山野の樹木の置L伐を避け植林を常にするとと、河川の

改修を行刷、同時 I ' ! : *筈に対 して耐7Mgな建築構造でな

ければならない。

①官災に対する対策

会闘は古来から木造建築物なるが放に大建築物が、官

の? と占うにj l : 重な歴史的財宝共I ' ! : " d 足首置に腸している。毎年

避け鯵いとの管災K 備えるためには完全な選管設備を役

寄 稿 規 約

本君主に御寄稿。場合には、下記。規約を御承知

下さい。

1 原稿はなるべ< r日本建築協曾原稿用紙」を

御使い下さいD 他。用紙を用いられる時は 1 行22

字書吉で御願い致します口

2 3t l 誌の胃頭は 1 字下げ、勾績里占も 1 字分を御

宛て下さいD

3 図版原稿は必ず白紙に明瞭に墨書きして下さ

い。薄墨は使用しないとと。線は太く文字は大量

40 

置するとと、防火的に効果ある耐火建築であるととは云

う迄もない。

①耳震災に対ナる対策

日本は普から耳震災に依って食重な建築物及び財物を失

っている。京都も奈良も大阪 も東京も理主; たによってそ o

大宇を鎗失 L て来た。

そして今次の大平洋殺害事によって、わずか鎗夷郊によ

って大阪、 東京 、名古屋毒事重要なる都市古 ｾＱｦ＼Ｎ盤に蹄 ｌ 、

職災の何たるかを身を以てEまった日本ではあるが、殺害

放業を世界に宣言した東洋のエイス? と る以上、戦災に対

ナる対策は必要でない筈である。

【結 論】

以上の対策から結給を見出す ζ とは簡単である。而し

幸吉鈴よ P要は貧行でなければならない。鍛筋コングヲー

ト迭という耐火、耐震、耐火、耐風的な構造の建築物が

たかった徳 ＱＱＱ 時代に土塗皇室の火止木造やｲｬＺｾ震によって防

火的慮置を構じた槌先の賀行力と努力を吾h は受け継が

なければな b ない。明治時代からあらゆる火災、震災、

7]( 災、風災に耐えて来? と餓筋コ Y ク F ート法 ζ そ万飽の

建築物であるととは体厳演である D

否 k は、との簿記長を今後の耳震災都市 C 復興に充分利用

L. 燃えない都市の賞現に向って私の給論を是非結貸さ

せたいと念願して、食しい費料とその対策を提案するも

のであ る。 i 完」

一一一一一一一一一 一一一一一 一ーー- ーーー. . _- - 一一- - ーーーー- ・- ーーーーーーーー-
- - 一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーー一一- 一 一一一一一一一一一 一一一一

外園雑誌第 3 回到着

i出皮米箆第 3 因分として下院の如〈到着致し、朝日ピル

内本命図書室に備付けました故随意御覧下さい。

アーキテグチユラル アオーラム ＱＹＵＰＭｾ＠

2 ンエトラグジョン 会 上

エシジ= ア P ング = ューヌレコード 1950- 3. 4  

〈体裁 よ〈御記入下芭い。

2 J ' - 商固などの場合は、寸法線を記入せずに縮尺

の物指を御言己入下さいロまた室名は、なるべく呑

銃を圏中に墨書し、 BO< D 原稿用紙にその設明を御

書き下さい。

4  l草震はなるべ〈大量〈旦コントラヌ干の強い

ものを御願ぃ致 します。

5 図版、国表、第震等は番号鹿を附け、そ@事事入

箇所は原稿用紙。欄外に御指定下さい。

E 原稿。採否は続集穏に御委せ下さい。

日 本 建 築 協 曾 醤 集 鶴



日本書吾もあ宇しい私ではあるが、外図誇の入門・昏 を悦

んだ P 、辞書を買った P ナるのは好章であるロ普から下

手の横好きという鯵があるが、私。外劇詩もとの範閣内

である。

英語はとにかく 10年近く製び叉30年 近 〈ほと んど毎日

少しは目にふれている ので、笑番を餓むとき辞書はひ か

ず、大体とんな意味であ ろうと舛断してすましている口

邦交の新聞や書籍を旗むと告と同じ態度であるロしかし

英和、英笑c 苦宇脊は大部分集めている。大きいものでは

今 5 万円もナる 13;1lil-本の N. E . D・及0 : 10新本のセンチ

ユ F ーから中小 o S. O.  D ， C. O.  D ， P. O.  D.  L. O.  D ・

F イルドのU. E . D. 毒事。現 役 級の ものからナツターノレ

やチエンメーのま日き少し古いものまで集めている。買い

はぐれて今も惜し く思う C はウ エプ ;<.df. ーの大である。

とれは今、英闘に注文すれば入手できるらしいが 8，000

円もするとの事で到底今C 私には畏えないのである D 英

和辞典は現役級は殆ど全部集め て、そ の上に勝目健明治初

年の和紙刷の ものまで集めている白英容を餓課したとき

外の英和辞書 l亡見嘗らぬ誇@ 見出さ れて便利であった の

は藤岡の大英和辞典 ( 2 新本〉であったo ζ の苦字書は笑

努事者はあま 11 Jこ〈いわぬが、使って見て? としかに特色

。ある良いも o であったo 英 文 典の本 も邦文、英文、濁

文で寄かれたものを可なり集めているがとれ毒事。ゃっか

いになる ととは少い。

ドイツ 需 は 少L 先 生か ら習 ったばかり で、1t l ! はほとん

ど濁習でるる口とれも 30年程やっているが、漸くほんも

のにしたのはとと鍛年来である。ドイツ蕗は験前はとに

か〈意味はわかって も霞をへ? とてて物をみる程度であっ

たので、験時中 2 ヶ年位 F イツ文法c 筏底的理解に費や

した D ドイツヨヒ法も邦交の もの、 英 文のも C 、獅文の も

の等可成り集めたが、最も有盆であったのは亀井の r ィ

ツ文法講義と関口 の 「イツ語大講座。ドイツ文法講義、

片山0 ドイツ文法辞典であった o 1l . l . 弁、関口のも C は腕

番カをつけるには大いに役立ったo とんな関係で色井、

関口 C 蕗感奮はかな集めた白色弁、関口を徹底的にやっ

てから、グノルドの ￃ ￰ｦＮ テイツ ｾ とグルダシ ｃ ラーメジ

トラクウエルケ 0 2加を餓饗したo との鰍言撃によって漸

〈ドイ ツ文も英文程度に慨めるようになったロマル グ1

0 安 本論 を 完 饗 した高畠氏も、オヅトオ C 曾苦言文典 1 婦

の徹底によってあれだけに資本総を怒し得るようになっ

たと聞い たが、ドイツ 跨ツ はどうしても文法の徹底がい

るように思う。濁和、濁調、濁笑の辞ー奇 も可成 11j 拒め た

が、一番よいのは木村、相良である D 佐践の宮 林 も 文 事

容を領むには有金である。今は相良の小辞典を多〈使用

している o t' イツ跨C 建築香織言語K はジユローマ ンの濁

英、偽、 ｩｴ 、伊、西の Ｖ 筒図誇封書率。エ摩辞典。第 ＱＳｾ 告

は欠 くべからざるも ので あった。

フラ ンス詩はオ ツ トー の食官古文法を B ヶ月か L っ て 2

回程緩んだ口邦文C フヲ ンス文凪では、折竹氏C 文 典 が

一番よかった。と れ等を目先んだ後で 2 荒野程フラ y スC 本

を餓砂、一時は少し統llt カも つい たが、それか らす て て

L まった ので今は何 に もの とっていないe フラシ見守吾挙

の本も入門書、文法省、傍和、偽々辞書留事50舟ほど買っ

たロ今から 思うと無駄な金と時間を費や，し? とように思う

が、必要あれば辞番と文法と首引きで何とか限震をヲけ

得ょう D も と も と フ ラ ン 滑 を や ろ う と し た C が、併丈

の象事審及びフ ローベ Jレのマダムボーバリーを例文で援

もうと考えてやったので、可グムボーメ E ーを偽文、濁

ヨ之、英文、邦文と裂す照いて読んだ楽しさは今 Uておいても

思い出になる。偽和辞典は白 7J c 散の例和中辞典が一容よ

いよ うに思う。野口 C フランス誇動問主E引辞書と徳尾。

新偽和熟接辞典は主主成的にフラン見文を慨もうとナる我

k には必要である。

とC 外、ロシヤ言吾、オランダ路、 =: ; >: . . A. ラシト需等も

入門書と辞書を買ってチヨヅ令ゃったが、とれ毒事に事をや

L 1と時間は今思うと惜しヤロ

古典誇としてはギリジヤ、ラテ ン共に必要と思い、と

れ等も文法と辞書を戻って、文法蓄を一覧〈ー百貨ではな

い〉したが、一覧し? とだけでも哲感奮を積むとき、英 k

辞典で語源を求める時など、" ' f ! J ジ守、ラテンの辞書に

あ?と P 得る C で、ゃった甲斐はある D サンスグリツトも

傍敬の本を煎むときや日本建築史の研究には必要で、川

. 0発字総括、榊C 発露阜、荻原c 実習発言言阜、澄闘の

穆子築、モニ = J Vの発英辞字書な} : ' 買ったが、との方はま

だ発英辞書: がひけない穆度であるロ? とだ子供の時から聞

きおぼえていて、叉Z鬼沢故郷で、お盆の時、鍍をた L い

て悌官官で念併といってとなえるオンメラメラ、サンメラ

サ Y メラ、インヂヤリヤ… ・・というのが何のととかわか
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らなかったが ζ れが発誇であったというととを褒見して

驚いた位である D

とれを主きするに、 T アどう な P 音吉せ、書け、鎖める。

は日本語だけで、英語、ドイツ需は漸〈意味がかかる程

度に積み得るだけで、話せも、書けも しない。フラ y ス

ロシヤ、オランダ、. x . : ; < ペラントは辞書がひき得るだけ

ギリシヤ、ラテン l念漸〈苦手舎がひげ、サ・ン 1 グリツトは

まだ発字の見分けがはっきりつかね程度であるロ

老人になってユウユウ自遁の重量年でも皇室れたらギリシ

ヤ蕗だりでも、ものにして原文でプラトーの哲隼脊がユ

戸 グリッｾＮ cc幾 何摩でも競み得るようにな P たいと夢想

しているが君主の多い私としては到底実現できま L 、口

建築家にも英、潟、例。際感塗人は多〈 、 古 典箆接に

も森田監 ー先生、総世事ｾ弓先生 ｣ 主主人がおられる ｄ 私も

心を享ーにしてとれ等c 先 生c 後墜を手干したいも c であ

るg

( 筆者・淀川工業高等母校教授〉

¥ A議! 誕の瞬静

ｉｊ 雷 ｬｅ ささコＩ｜Ｎｾ蔑
相当 ｾ｢ ず火事。多いとと。織号手前 の 日本な ｢ ともか〈

も、焦土日本K 新らしい文化関家を打ち建てようという

ときに、家を建てるよ習俊〈方が多いと開いては由 k L.

い穴問題と言わねばならないD

防火週間とかいって時折消防自動車が堂身 障伍を整え

サイレンを鳴らして物々しく市街を練って遜るが、疲て

いる子供を驚かナカf 防 @山、火c 用心にど C 位 役bて立っ

か疑問である。

人間 の心掛け一 つ を 手 旗 P に防火運動しても効果は禦

がるかどう か口実際人問。心手位頼 P ないも C はない C

だか b
o 鼠 小f官。濫taJ l i だかどうか知らないが、どんな家

で も百夜ねらえ l' fき っと戸締 P の忘れている娩があると

いう o Y<.lD 用心も同じとと o j ( 1D呑 が 1I j ( の用心さっし

ゃ D ましょう! 仰と拍子木を鳴らして還った後から火が

燃え上がる C はよ〈あるととである口

むかし東京に「江戸の花」という 言 葉があった位火事

が多かったそうである が 、管は消火方法も今よ P 幼稚で

あったから、大火が多かったととであろう D しかし出火

。頒皮というものは今と比べてどんなものだったろう。

私 は子供。と ろ祖母に育てられ た が 、火の ζ とはとて

もやかましかった記憶があるから、多分普の人はみな火

42 

。用心、に ついては深い 関心を持っていたと思う D 従 って

出火 I Dj 原皮は昔。方が少なかった ろうと思う D

最近にも何百年前の建築という寺が焼η るが誠に惜しい

ととである。恐 b <菅は寺などに於いては特Vてよたの とと

は巌絡だったに遣いないD 無論電銀座布聞などはなかっ

たろうしD

日本に火事。多い@ も笛然、焚きつけと? ツチの 中に

人間が向居しているような ものであ るから、一寸泊断す

れば燃え出ナ軍事である 。

防火宣俸によ〈火事の原因となるも IDID叡々をポスタ

ーにして世人の注意を促しているが、も 一歩主主占うてそ C

原引を根とそぎ耳i l ! J 除〈方訟を鱗ずべきではないか白人

問。心を蛍てにしていては駄目である。殊に職後c 日本

人。弛緩した紳車! . ! I ' l : 期待をかけるととは間違いでるる。

それではどうするかD 根本的にはすべての建物を不 燃

焼物とナるととであるととは、設でも分っているが、残

念ながらそれは中 k 簡単にオイ Y レとは出来ないロ敢に

次蓄を採るよ P ほかは無い口

出火の原因 C 一つに電策アイロン@ 過熱がある o sDち

コードを挿し込んだ主主外出して、その留守中に出火ナ

るというととはよ〈聞く憶であるから、ある湿度以上に

熱せられたときは自働的に電流が遮断される. i うに袋佼

ナるととである。そして装置。 7よいも の は販買を禁止す

る。そうすればと C 原因は除かれるととになる 。

ヨたに漏電c とと o ｾた事の原因としてしばしば漏電波を

開〈が、一体i属憶とほ何か。漏憶というととは位流に'於

げる一つの自然現総で、不可抗力であるかの如< i ! t 人は

考えていて、出ょたの原因が分明しないも C はかな漏憶に

してしまい、 i扇憶だとすればそれで止むを 得fょいとして

責任も主主きゅうされずに済むが、とんな馬鹿な音舌はない

.Il Pち漏電といわれているものは自然現象でもなんでもな

し 由 っ て 来 る ベ 聖 人 然 的 。 結 果 で あ る D

溺官Eの原因は官2策的施設の不倣か、電車震の濫用か、両

者同時か ｾ 場 合で ある口 ｩ 届憶とは 実はオ ー バ ー・ロード

による電線の過熱である D 散に漏電防止 の対策 として使

用者が如何に鴛 ｌ 暴に電気 を使 ってｾ線が過熱して も可燃

焼物に事 Ij ( しないよ うに徹 底 的に装依すればい) 0 . 0

また、煙率の吹殻が火事の元になる が 、と れ は ど う ナ

るか。実際一番始末の惑いの は煙草の吹殺であろう 。 ζ

れ は 火の付いたまふ C もC を捨てたも のはピシ ピシ民主倒

するよ P 外に手は無いだ ろ う。

アメリ方がパナ守濯河乞掘さ〈するに蛍って、所開し

ようれいの地にA: 入り 込 むために、どういう監督ー を した

か口一例は蚊を見ても分かるo 放を完全に絶滅してしま

ったo もし日本人だったら蚊帳を吊った ろ うが、それで

は運河は成功しなかったろう口

挨が立つのを 7]<. を打って済ましていては、いつまでた

っても挨は無〈ならないD 挨は須か b <洗い流 さなけれ

ば W けない。 く童医者・近畿大卒罰事師〉



蕪 村 纏ど

洩 海 治

津の図。何五両せむ榎鯛

藤咲て松魚喰う日を数へけ P

紀の園の飼釣つれて汐千かな

角其

問

問

元隊時側、ｾに明石も加太も鏑 の名所 である。

松魚を食味。最上と珍重する江戸人に迄知れ首長ってい

るととも面白い。

俳人と釣魚. 必鯛和すべき好感自でありながら、古人

の中に釣魚に関ナる勾は余 P 見賞らぬ。

吾 k の好んでやる海岸の釣魚も、管は紫人には金然出

* ぬ危険さと不完備のものであったに相違な〈、差是究近

代遅験交 遜機関の整備と小馬力 ｃ 雪量動機を据付 ｾ Ｚ ｮ ニ ｴｩＨｬ 舟

c 機披化以後の恵まれた趣味性である口

穏や白魚白書事一寸 芭 蕉

ｾにナたく白魚も取らは消へぬベき 問

行春や鳥I帯主魚 C 自はなみだ 悶

鎌倉を生主て出さむ初鰹 同

1fi庵o 回向に筆尖をなめて想像を鋳化ナる事は自由て

あ P、誌に芭蕉c 幽玄さを嘆賞し得るも、白魚は生の関

白か b ず、 留は跳躍する繁華住から釣ると同時に舟 の胴聞

に叩込んで殺すも C だと、野暮な詮議立をす る迄もな〈

芭蕉は野に歌う詩人である D

古弁戸や蚊に飛ぶ魚の普暗し

初汐に主主はれて上る小魚かな

かなしゃな釣の糸吹〈秋 c 雨

釣上けしすす宮 0 . E : 口玉や肱〈

蕪村となると精3霊感である。

燕 村

岡

同

I司

平

すずきは河尻、港、口等では多〈夜釣で想うものである

が、須磨沖、事ｑ［ ｯ 瀬高答。 ＲＰＰ 尺以上の Ｗｾ 深になれば輩問

でも釣れる。

4 寸 大c 白須娘、極〈生き@ 良い C を』陣懸にし、 20生Z

0 1童P でとんと底を言えして一理事ぐっと引上げ、丁度餌蝦

が海底を遊浴する形にして7告を汐の俊に、流し魚信を待

つのである D

大は 1 質匁を越ゆる程のものであるが、一口にぱ 〈習

と来る C で舘曹は級〈小さい、従ってどんな徴却でもか

まわず、 2、3 君事急速に91上げて見るととである。

たい、すずき、さわら毒事の大物はかけられたと 知ると

遮二無二底迄走込むも C で、之に抵抗する手が停ると釣

糸はぶっ P と切れる、さ P とて緩め過ぎると巧妙にE監さ

n る白

此問。Ｍｾ畏ｽ仰は燃に釣者俄然快感 ｣ 極地であるロ 「

且郷、其魚はもう死んでるぜ」と漁夫から注意される迄

獄弄し? とすナきに限 P 上げて見ると奮しみc 余り空気の

鎗った球形。浮袋を E土出している。とんな魚は生け間に

入れると直ぐ腹を返すもので、今 i陥虎で死なれでは折角

晩餐にすすきの洗いも駄目になるから、正常の餐態に戻

ナベ〈百方宥挺に手を鐙ナのは人聞の古ンフ J レ注射の場

合と同様である。

軍再村c 手腕が築慮迄あったとナれば侮! ? Ji l t < 、且相 t品・

年期を入れたも c と推察出来る。

短夜や浪釘際c 拾車庫 蕪 村

問短夜や芦間流るる蟹の泡

夏期風景の極めて切断なる表現は矢5 l ! J 蕪粉が魚C 君E

E耳I t " . 得た名吟であると信ずる。

惜むら〈は何五両せむと其角を喫驚させた明石たいを

燕村に動 b ぜなかった事である白

〈筆者・浅海電気産業株式命軍士艇長〉

ハガキ投稿の御願 内 に 御 殿 い 致 し ま れ

建築界も多事となるにつれて、本置を‘も時折＼ｾに 2  内容はなるべ〈建築に関係おるととに御殿

なって来まし光 が、金h 誌上を賑か にナる震に、 い致しまナ。 : :  

努めて炭〈各方面C 方々。御意見を掲獄事士し度く 3  特に本億C 領事専方針や本協曾c 活動方法C

御集車霊に御寄稿願う手段として、次の要領で「ρ 批剣及び掲載された原稿に対する御意見などをｾ

ガキ投稿」を募集雲けととにな P ましたかも、多 迎致しまナ。

4  宛先は本協合「ノ、ガキ投稿係」宛とし、住 :  :  

1  御投稿はノ、ヵ・キで結構です。勿論原稿用紙 所氏名職業を御明記下さいD

でも差支えありませんが、何れの場合も 400 字 以 B 本 建 築 協 曾 編 集 部 i  1  

話役御寄稿を御願ν、数しまナD
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住 宅 の 新 し い 媛 房 法

総司令部民間情報教育部提供

最近蛍年間の佐宅に於ける援房は最新式。方法によっ

ている。

その一つは弁戸7J c を緩房に使う方法である。一般に地

下f足度は地上c 気温よ P も夏は低〈 、冬は高い ζ とが物

理隼によ P 鐙朔されている o とC 原; 浬を腹用して地中に

パイプを埋め、その中に7 ] ( を循環させ、住宅の中にそれ

を引き入れる ｯ 冬はパイプ中 ｾｙＪｴ 立地下 ｃ 熱を民政して

室内で之 を後歓し 、夏は主Ｉￍｾ室内 の熱を ｅ 民牧して地中に

之示室主徴ナ る。か〈して弁戸7JcVてよる援冷房が出来 るわ

けであ る白

告書 2 C Z : > 方法は電車まによるものである。即ち特殊C Z : > ' : l ・ム

パネル c 下に抵抗を段けて熱をき是散せ しめ ゴム ・パネ

ルを混じて室内を援める。床を温占うる場合には、同時に

床下に抵抗を置いてそ C 上 ( r( ! <イノレをE占P 、 之 れを遜じ

て室 を温め るo ( 第 4 間 以 天 井K ラデイアント・ゴム・

パネルを使用し? と例〉

ラダイア y ト・グラス・パネル式と云 う方法はやはり

電無抵抗をとの パ ネルの内側に裳i置して苦s爆を怒める方

法である。之も /Pi< 使われている o (望書 5 間〉

MI T の敬授 が 使 用 し て い る 援E手法は最も縫っている

之は或種の薬品を屋根に設けて太陽光線を吸牧せしめ、

之を化祭的方法によって貯蔵して就き、必要に蟻じて需品

を愛飲させる。

lt i J t 設明く左上より〉

第 1 聞 パネ ル・ヒーテイジグD

第 2 回 向上、 Zまかき@必要がない。

事事 3 聞 疫の中に放熱器を従いたもの。

第 4 間 ラ デ イ

アント・ゴム

- パネル

第 5 圃 ラ ダ イ

ア ント ・カ' ラ

ス ・バ 3号、' "



寸 法 ( 尺 〉
長

厚 巾

!J .O尺 10.0尺 13. 2尺 20. 0尺 26. 4尺 30.0尺

.O!i .6!i 0. 0163 0. 0211> 0. 032G  0.u429 0. 0650 

.70 0. 0171> 0. 0231 0. 03!i 0  0. 0462 0. 0700 

.75 0. 0188 0.0248 o  037G 0. 0495 0. 07!i 0  

.80 0.0200 0. 0264 0. 0400 む.0528 0. 0800 

.85 0. 0213 0. 0281 0. 0425 0.0362  0. 08!i 0  

.90 0. 0225 0.0297 0. 0450 0. 0594 0. 0900  

. 95 0. 0238 0. 0314 0. 047!i 0. 0627 0. 0950 

1. 00 0. 0250 0. 0330 0. 0500 0. 0660 0. 1000 

1. 10 0. 0275 0. 0363 0. 0550 0. Q726 0. 1100 

1. 20 0. 0300 0. 0396 0. 0600 0. 0792 0. 1200 

1. 30 0. 0325 0.0429 0. 0650 0. 0858 0. 1300 

1.40  0. 0350 0. 0462 0. 0700 0. 0024 0. 1400 

1. 50 0.0375 0. 0491> 0. 0750 0. 0990 0. 1600 

.06 ' 06 0. 0018 1  0. 0024 0. 0036 0. 0048 0. 0072 

.08 0. 0024 0. 0032  0. 0048 0. 0064 0. 0096 

.10 0. 0030 0.0040 0. 0060  0.0080 0. 0120 

.12 0. 0036 0. 0048 0. 0072 0. 0095 0. 0144 

.15 0. 0045 0.0060 0.0090  0. 0119 0. 0180 

.18 0. 0054 0，0072 0. 0108 0. 0143 0. 0216 

.20 0. 0060  0. 0080 0. 0120 0. 0159 0. 0240 

一

.25 0. 0075  0. 0099 0. 0150 0. 0198 0. 0300 

一

. 30 0. 0080 0. 0119 0. 0180 0. 0238 0. 0360 

一

.35  0. 0105 0.0139 0. 0210  0. 0278 0. 0420 

.40 0. 0120 0. 0159 0..0240  0. 0317 0.0480 

.45  0. 0135 0. 0179 0. 0270 0. 03!i 7  0. 0540 

.50 0.0150 0.0198 0. 0300 0. 0396 0. 0600 

.55 0. 0165 0. 0218 0. 0330 0. 0436 0. 0660  

.60 0. 0180 0.0238  0. 0360 0.0476 0. 0720 

.65 0. 0195 0. 0258 0. 0390  0.0515 0. 0780 

.70 0. 0210 0. 0278 0. 0420 0. 0555 0. 0840 

一

.75 0. 0225  0. 0297 0. 04!i 0  0. 0594  0. 0900 

.80 0.0240  0.0::;17 0. 0.480 0.0634 0. 0960 

.85 0. 0255 0.0337 0. 0510 0.0674 0. 1020  

.90 0. 0270 0. 0357 0. 0540 0. 0713 0. 1080 

.95 0. 0285 0:0377 0. 0570 0. 0753 0. 1140 

1. 00 0. 0300 0. 0396 0. 0600 0. 0792 0. 1200 

1.10  0. 0330 0. 0436  0. 0660 0. 0872 0. 1320 

1. 20 0. 0360  0.0476 0. 0720 0.0951  0. 1440 

1. 30 0. 0390 0.0!i 1!i 0. 0780 0. 1030 0. 1!i 60 

一

1. 40 0. 0420 0.055!i 0. 0840 0. 11] 0 0.1680 

1. 50 0.0594  0. 0900 0. 1188 0. 1800 

07 .07  0. 002!i 0. 0033 0. 0049  0. 0065 0. 0098 

.08 0. 0028 0. 0037 0. 0056 0. 0074 0.0112 

.10 0. 003!i 0. 0047 0. 0070 0. 0093 0. 0140 

- 51 ー
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寸 法 〈 尺 〉
長

厚 巾

、5.0尺 6. 6尺 10.0尺 13. 2尺 20. 0尺 26. 4尺 30. 0尺

.07 .13 0. 0046 0. 0061 0.0091 0. 0121 0. 0182 

一
.15 0. 0053 0.0070 0. 0105 

0. 0139 0.0210 

. 18 0. 0063 0. 0084 0. 0126 
0. 0167 0. 0152 

.20 0. 0070 0. 0093 0. 0140 
0. 0185 0. 0180 

.25 0. 0088 0. 0116 0. 0175 0. 0232 0. 0350 

.30 0. 0105 0.0139 0. 0210 .0' 0278 0.0420 

一
.3!i 0. 0123 0.0162 0. 0245 0. 0324 0. 0490 

一
.40 0. 0140 0. 0185 0. 0280 ) . 0370 0. 0560 

.45 0. 0158 0. 0208 0. 031!i 0. 0416 0. 0630 

.50 0. 0175 0. 0231 。地0350 0. 0462 0. 0700 

.!i!:; 0. 0193 0. 0255 0. 0385 0. 0509 0. 0770 

一
.60 0. 0210 0. 0278 0. 0420 O.O!i!i!i 0. 0840 

一
.6!i 0. 0228 0. 0301 0. 045!i 0. 0601 0. 0910 

.70 0. 024!i 0. 0324 0. 0490  0. OG47 0. 0980 '- -

.75 0.0263 0.0347 0. 0!i 25 0. 0693 0. 1050 

.80 0. 0280 0. 0370  0. 0560 0. 0740 0. 1120 

.8!i 0. 0298 0. 0393 0. 0595 0. 0785 0. 1190 

.90 0. 0315 0. 0416 0. 0630 0. 0831 0. 1260 

.95 0. 0333 0. 0439 0. 06!i 5  0. 0877 0. 1330 

. 100 0. 0350  0. 0462 0. 0700 0. 0924 0.1400 

'1. 10 0. 038!i 0.0!i 08 0. 0770 0. 1015 0. 1540 

1. 20  0.0420 0.0!:i!:i 6  0. 0840 '0. 1111 0. 1680 

1. 30 0.Q4!.i!i 0. 0601 0. 0910 0. 1202 0. 1820 

1. 40 0. 0490 0. 0647 0. 0980 Ｐ ＮＱ ｾＹＴ＠ 0. 1960 

Ui O 0.0:'25 0. 0693  0. 1050 0. 1386 0. 2100 

. 08 .08 0. 0032 0. 0043 0. 0064 0. 0085 0. 0128 

一
.10 0. 0040 0. 0053 0. 0080 0. 0106 0. 0160 

.13 6. 0052 0. 0069 0. 0104 0. 0138 0. 0208 

.1!:i 0. 0060 0. 0080 0.0120 0. 0159 0. 0240 

.18 0. 0072 0. 009.6 0. 0144 0. 0191 0. 0288 

一
.20 0. 0080 0. 0106 0. 0160 0. 0212 0. 0320 

.25 0. 0100 0. 0132 0. 0200 0. 0264 0. 0400 

.30  0. 0120 0. 01!:i 9  0. ()240 0.0317 0. 0480 

.35  0. 0140 0. 0185 0. 0280 0. 0370 0. 0560 

一

.40  0. 0160 0: 0272 0.0320 0.0!:i 44 0. 0640 

一

.45 0. 0180 0. 0238 0. 0360 0. 0476 0. 0720 

.50 0. 0200 0.0264 0. 0400 0. 0528 0. 0800 

.G5 0. 0220 0.0291 0. 0440 0. 0581 0. 0880 

.60 0. 0240 0. 0317 0. 0480 0. 0634 0. 0960 

一

.65 0.0260 0. 0343 O. 0!:i 20 0. 0686 0. 1040 

.70 0. 0280 0. 0370 O. O!i SO 0. 0740 0. 1120 

一

.7!i 0.0300 
。‘ 0396 0. 0600 0. 0792 0. 1200 

.80 0. 0320 0.0423 0.0640 0. 0845 0. 1280 

一
.8!i 0.0340 0. 0449 0. 0680 0.0897 0. 1360 

一

- 5 2 -
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寸 法 、 尺 〉
長

厚〈尺J 巾〈尺〉

5.0尺 6. 6尺 10. 0尺 13. 2尺 20. 0尺 26.4尺 30.0尺

.08 
. 90 0. 0360  0. 0475 0. 0720 0. 0950 0. 1440 

一

.95 0. 0380 0. 0510 0. 0760 0. 1020 0. 1520 

1. 00 0. 0400 0. 0528 0. 0800 0. 1055 0. 1600 

J . 10 0. 0440 0. 0581 0. 0880 0. 1162 0. 1760 

一

1. 20 0. 0480 0. 0634 0. 0960 0. 1267 0. 1920 

一

1. 30 0. 0520 0. 0687 0. J 040 0.1373 0.2080 

1. 40 0. 0560 0.0740 0. 1120 0. 1479 0. 2240 

一

1. 50 0. 0600 0. 0792 0. 1200 0. 1584 0.2400 

.09 
.09 0・0041 0. 0054 0. 0081 0. 0107 U. 0162 

一

.10 0. 0045 0. 0060 0. 0090 0. 0119 0. 0180 

一

. 12 0. 0054 0.u072 0. 0108 0. 0143 0. 0216 

.13 0. 0059 0. 0078 0. 0117 0. 0155 0. 0234 

.15 0. 0068 0. 0080 0.0136 0. 0179 0. 0270 

一

.18 0. 0081 0. 0107 0. 0162 0. 0214 0. 0324 

一

. 20 0. 0090 0. 0119 0. 0180 0. 0238 0. 0360 

一

. 25 0. 0113 0.0149 0. 0225 0. 0298 0. 0450 

一

，30 0. 0135 0. 0179 0. 027<l 0. 0357 0. 0540 

一

.35 0. 0158 0. 0208 0. 0315 0. 0416 0.0630 
一 一

.40  0. 0180 0. 0238 0. 0360 0. 0476 0.0720 

.45  0. 0203 0.0268 0. 0405 0. 0535 0. 0810 

. 50 0. 0225 0. 0297 0. 0450 0. 0594 0. 0900 

.55 0. 0248 0. 0327 0. 0495 0. 0653 0. 0990 

.60 0. 0270 0.0356 0. 0540 0. 0712 0. 1080 

. 6;  0. 0293 0. 0386 0. 0585 0. 0772 0. 1170 

. 70 0. 03t 5 00416 0. 0630 0. 0832  0. 1260 

.75 0. 0338 0. 0445 0. 0675 0. 0890 0. 1350 
一

.80 0. 0360 0. 0475 0. 0720 0. 0950 0. 1440 

.85 0.0383 0. 0505 0. 0765 0. 1010 0.1530 
一 一

. 90 0. 0405 0. 0535 0. 0810 0. 1069 0. 1620 

.95 0. 0428 0. 0565 0. 0855 0. 1129 0. 1710 

一

1. 00 0. 0450 0. 0594 0. 0900 0. 1188 0.1800 

一

1.10  。: 0495 0. 0654 0. 0990 0.1307 0. 1980 

1. 20 0. 0540 0. 0713 0. 1080 0. 1426 0. 2166 

一

1. 30 0. 0585 0. 0772 0. 1170 0. 1544 0. 23品。

.10 . 10 0. 0050 0. 0066 0. 0100 0. 0132 0. 0200 

. 12 0. 0060 0. 0080 。: 0120 0. 0159 0. 0240 

.13 0. 0065 0. 0086 0. 0130 0・0172 0. 0260 

一
一

.15 0. 0075 0. 0099 0. 0150 0. 0198 0. 0300 

.18 0. 0090 0. 0119 0. 0180 0. 0238 0.0360 

一

.20 0. 0100 0. 0132 0. 0200 0.0264 0. 0400 

.25 0. 0125 0. 0165 0. 0250 0. 0330 0. 0500 

一

. 30 0. 0150 0. 01a8 0. 0300 0. 0396 0. 0600 

.35 0. 0175 0.0231 0.0350 0. 0462 0. 0700 

一

.40 0.0200 0. 0264 0.D400 0. 0528 0. 0800 

一 時 一
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寸 法 〈 尺 〉

厚 巾

6. 6尺 10. 0尺 13. 2尺 20. 0尺 26. 4尺 30. 0尺

.10 .45 0. 0225 0. 0297 0. 0450 0. 0594 0. 0900 

.50 0. 0250 0. 0330 0. 0500 0. 0660 0. 1000 

.55 0. 0275 0. 0363 0. 0550 0. 0726 0. 1100 

.60 0.0300 0. 0396 0. 0600 0. 0792 0. 1200 

一

.65 0. 0325 0. 0429 0. 0650 0. 0858 0. 1300 

.70 0. 0350 0. 0462 0. 0700 0. 0924 0. 1400 

一

.75 0. 0375 0. 0495 0. 0750 0. 0990 0. 1500 

.80 0. 0400 0. 0528 0. 0800 1.) . 1056 0. 1600 

.85 0. 0425 0. 0561 0. 0850 0. 1122 0. 1700 

.90 0. 0450 0. 0594 0. 0900 0. 1188 0. 1800 

.95 0. 0475 0. 0627 0. 0950 0. 1254 0. 1900 

1. 00 0. 0500 0. 06GO 0. 1000 0. 1320 0.2000 

1. 10 0. 0550 0. 0726 0. 1100 0. 1452 0. 2200 

1. 20 0. 0600 0. 0797 0. 1200 0. 1584 0.2岳00

1. 30 0. 0650 0. 0858 寸0. 1300 0. 17] 6 0. 2600 

一

.12 
.12 0. 0072 0. 0096 0. 0144 0. 0191 0. 0283 

.13 0. 0078 0. 0103 0. 0156 0. 0206 0. 0312 

.15 0. 0090 0. 0119 0. 0180 0. 0238 0. 0360 

.18 0. 0108 0. 0143 0. 02孔6 0' 0286 0. 0432 

.20 0. 0120 0. 0159 0. 0240 0. 0317 0. 0480 

.25  0. 0150 0. 0198 0. 0300 0. 0396 0. 0600 

一

.30 0. 0180 0. 0238 0. 0360 0. 0476 0. 0720 

.35 0. 0210 0. 0278 0. (1420 0. 0555 0. 0840 

.40 0. 0240 0. 0317 0. 0480 0. u634 0. 0960 

.45 0. 0270 0. 0356 0. 0540 0. 0712 0. 1080 

.50 0. 0300 0. 0396 0. 0600 0. 0792 0. 1200 

.55 0. 0330 0. 0436 0. 0660 0. 0871 0. 1320 

.60 0. 0360 0. 0475 0. 0720 0. 0950 0. 1440 

.G5 0. 0390 0. 0515 0. 0780 0. 1029 0. 1560 

.70 0. 0420 0. 0555 0. 0840 0. 1109 0. 1680 

.75 0. 0450 0，0594 u. 0900 0. 1188 0. 1800 

.80 0.0岳80 0. 0634 0. 0960 0. 1267 0. 1920 
一

.85 0. 0510 0. 0673 0. 1020 0. 1346 0.2040 

.90 0.0; ;40 0. 0713 0. 1080 0. 1426 0. 2160 

.95 0. 0570 0. 0753 0. 1140 0. 1505 む. 2280 ‘ 一

1.00 0. 0600 0. 0792 0. 1200 0. 1584 0. 2400 

1.10  0. 0660 0. 0871 0. 1320 0. 1742 0. 2640 

一

1. 20 0. 0720 0. 095]  0. 1440 0. 1901 0. 2880 

0. 0780 0. 1030 0. 1560 0. 2059 0. 3120 

一

1.40 0. 0840 0. 1] 09 0. 1680 0. 2218 0. 3360 
一

0. 0900 0. 1188 0.1 800 0.2376 0. 3600 
一

.13  .13 0. 0085 0. 0117  0. f) 168 0. 0233 0. 0338 

.14 -0. 0091 0. 0121 0. 0182 0. 0241 0. 0364 

.15 0. 0098 0. 0129 0. 0195 0. 0258 0. 0390 

一

- 54 ー
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寸 法 〈 尺J
長 サ

厚 巾

5.0尺 6. 6尺 10. 0尺 1司.2尺 20. 0尺 26. 4尺 30. 0尺

.13 . 18 
0. 0117 0. 0155 0. 0234 0. 0310 0. 0468 

. 20 0. 0130 0，0172 0.0260 0. 0343 0. 0520 

.25 0. 0163 0. 0215 0. 0325 0. 0429 0. 0750 

一

30 0. 0195 0. 0258 0_0390 0. 0515 0. 0780 0. 1030 

. 35 
0. 0228 。ρ301 0. 0455 0. 0601 0. 0910 0. 1202 

.40 
0. 0260 0，0344 0. 0520 0. 0687 0. 1040 0. 1374 

.45 
0. 0293 0. 0387 0. 0585 0. 0773 0. 1170 0. 1546 

.50 
0. 0325 0.0429 0. 0650 。0. 0858 0. 1300 0. 1716 

.55 
0. 0358 0. 0472 0. 0715 0. 0944 0. 1430 0. 1888 

. 60 
0. 0390 0. 0515 0. 0780 0. 1030 0. 1560 0. 2080 

. 65 0. 0424 0. 0558 0. 0848 0. 1116 0. 1696 0. 2232 

.70 0. 0455 0. 0601 0. 0910 0. 1820 0. 2402 

' 75 
0. 0488 0. 0644 0. 0975 0. 1287 0. 1950 0. 2574 

一

. 80 0. 0520 0.0688 u. 1040 0. 1372 0. 2080 0. 2744 

一

. 85 0.0553 0. 0730 0.1105 0. 1459 0. 2210 0.29  t8 

.90 0. 0585 0. 0772 0. 1170 0. 1544 0. 2340 0. 3088 

.95 0. 0618 0. 0815 0. 1235 0. 1830 0. 2470 ・ 0. 3260 

一

1. 00 0. 0650 0. 0858 0. 1300 0. 1718 0. 2600 0. 3432 

1.10  0. 0715 0. 0944 0. 1430 0. 1888 0. 2860 0. 3776 

一

1. 20 0. 0780 0. 1030 0. 1560 0. 2059 0. 3120 0. 4118 

一

1. 30 0，0845 0. 1120 0. 1690 0. 2239 0. 3380 0. 4478 

一

.15 . 15 0. 0113 0. 0149 0. 0225 0. 0297 0. 0450 0. 0594 

一

. 25 0. 0188 0. 0248 0. 0375 0. 0495 0. 0750 0. 0990 

一

30 0. 0225 0. 0298 0. 0450 0. 0595 0. 0900 0. 1190 

. 35 0. 0263 0. 0347 0. 0525 0. 0693 0. 1050 0. 1386 

一

. 40 0. 0300 0. 0396 0.01l 00 0. 0792 0. 1200 0. 1584 

一

.45 0. 0338 0. 0446 0. 0675 0. 0891 0. 1350 0. 1782 

一

. 50 0. 0375 0. 0495 0. 0750 0. 0990 0. 1500 0. 1980 

一

. 55 0. 0413 0. 0545 0. 0825 0. 1089 0. 1650 0. 2178 

.60 0. 0450 0. 0594 0. 0900 0. 1188 0. 1800 0. 2376 

.65 0. 0488 0. 0642 0. 0975 0. 1283 0. 1950 0. 2586 

.70 0. 0525 0. 0693 0. 1050 0. 1386 0. 2100 0. 2772 

. 75 0. 0563 0. 0743 0.1125 0. 1485 0.2250 0. 2970 

. 80 0. 0600 0. 0792 0. 1200 0. 1584 0. 2400 0. 31o8 

.85 0. 0638 0. 0842 0. 1275 0. 1683 0. 2550 0. 3366 

. 90 0. 0675 0. 0891 0. 1350 0. 1782 0. 2700 0. 3564 

一

.95 0. 0713 0. 0941 0. 1425 0. 1881 0. 2850 0. 3762 

1. 00 0. 0750 0. 0990 0. 1500 0. 1980 0. 3000 0. 3960 

1. 10 0.0825 0. 1089 0. 1650 0. 2178 0. 3300 0. 4356 

1.20 0. 0900 0. 1188 0. 1800 0. 2376 0. 3600 0. 4752 

1. 30 0. 0975 0. 1287 0. 1950 0. 2574 0. 3900 0. 5148 

一

Ｚｾ＠ 11 

一

0. 0340 0. 0449 0. 0680 0. 0897 0. 1360 0. 1794 

一

一l - 55 ー
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寸 法 〈 尺 〉
長 サ

厚 巾

5.0尺 6. 6尺 J O. O尺 13. 2尺 20. 0尺 26. 4尺 30. 0尺

. 18 .18 0. 0162 0. 0214 0. 0324 0. 0428 0. 0648 0. 081) 6  

.20 0. 0180 0. 02: : 8 0. 0360 0. 0471) 0. 0720 0. 091) 0  

.21) 0. 0221) 0. 0247 U. 041) 0  0.01) 94 0. 0900 0. 1188 

30 0. 0270 0. 031) 7  0.01) 40 0. 0713 0. 1080 0. 1426 

.31) 0. 0311) 0. 0416 0. 0630 0. 0832 0. 1260 0. 1664 

.10  0. 0360 0. 04'11) 0. 072U 0. 091) 0  0. 1440 0. 1900 

.41) 0. 0401) 0. 0531) 0. 0810 0. 1070 0. 1620 0. 2140 

.1) 0  0. 0450 0.01) 94 0. 0900 . 1188 0.1800 0. 2376 

. 5G 0. 0491) 0. 0654 0. 0990 0. 1307 0. 1980 0. 2614 
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舎 務
〈七月分〉

自 冨 黛 曾 3 日午前11時よ P 於分室

8 月続編集、10月披事佼建築K っ き企函、原稿料基準

申合せ、委員 ffi 加、 合員意見総集。件、 外関誌事事i ! &手

績きの件等協議、 6 日4 時からと 29 日午後於朝日再開

9 月続編集、10月銃遂行、告事議 したD

災害委員分草斗盆 4 日午後 靭日

地震と風水害、火 災其他分科曾開催 、地質 調査表ｾ備

不燃建築促進と税問題僚につき議し?とD

兵庫支部役員曾 5 日 午 後 於 同支 部

吉田支部長外10余名、本部大和n- 治理事列席、本書事よ

P 依車買の舎誌、12月鋭蛮行引受の件、 合員募集、合計幹

事分掌、激算運用車業計画等援したが更に12日3 時よ

E 同所にて編集委員舎を開き古家事E員長外104! ; 出席、

殺能に閥し、本文書己車、新建築、庚告募集方針、貧行

致算其イ也を震設し 711寺終る。

行政委員倉 5 日2 時 於 羽 田 平専問委員長外 4 名

出席、基準法其他協議したが更に近畿建築法規政官十分

科舎と合同13日2 時から問所再開 i司問題を議し? と。

;理 事 曾 6 日2 時 於 靭 日

竹腰曾長 外10名向、 鈴木一幸、長尾 精一町選考野僻任申

出及前後 虎 ｩｲｴｾ 件 、近畿 建築法規委員委甥並編集委員

ffi 燭 C 件、決算は笛分現金主義属産理方で主主む件、関西

経済連合合申越の総和問題。件は図書害保留、合員詮衝

等鹿島し雑箆m織に関ナる意見交虫食後24年度曾計検査報

告、 6 月分l / t 支計算表、各部舎、費負合経過、出版物

経過支部動勢、合員倍加等隊報告 ｾｭｯ

管工事部 7 日2 時 緋 給 水 と 汚 水 底 辺 、 冷 暖 房 と 換

気分科会開催、基準法内容につき検討 11 日午後織委

員開催伊藤正文委員長外10名出英筋兵書室内容再協際、

14日1 時於分室再開英具体案を作成した。

災害分税会 7 日4 時 於 分 室

津村主釜外出一般災容の事業内容協銭、関係機土c 軍事

家向上、家展防災プロック携習合等広っき桧討。

2基準法に慨する分和曾 10 日2 時 於 朝 日

防火に関する尾崎主査タト 4 名出席防火に閥する基準法

内容検討、 14日総号芸員合提出事: 主買を協議した。

倫分科小田島主査タト 於 大 体組数回舎会

近畿建築法規委員曾 14 日2 時 於 朝 日

中淳委員長外11名出 席

各分科主套よ E 超過報告後一猿草案を作成直ちに喜重量生

省関係方面、毒昼食毒事( ! c 意見を附して提出 L た。

災害委員曾 1&日2 時 於 朝 日 池回委員長外 9 名

出席各分科主筆研究経過報告後今後。皇室行方を議 し?と

利欧山支錦役員曾 7 月 4 日3 時よ P 於市役所合銭安

で栗林副支部長以下幹事、常議員約15名出席支部連事

ｾ事名穏を本部よ ｐ 申越 ｣ 湿り幹事と変更とする事。

高野山見事及座談合開催。事、支部資金募集案、和歌

山富たを近〈編集する事、専任事毒事員に閥 7・る件を議 し

?とE

会努委員会 Ｒ Ａｊ日四天王寺旧携堂跡ｾ掘物、 ＲＷ 日房町

関際 7 ・- ) レ 28 日兵底支部と共催で新量産なった飯紳パ

ーク を見接 し?と口

東海支部活m 7 月 4 日よ! J 1 l 日迄紡型車なtれる東邦ガ

スピル にで愛知豚建築部と共催。下に「延びる家」入

選図案及地震ポ耳鼻ー約40鮎を展示、大変盛舎であっ

?とロ

洛 西 見 軍 記

Ｘ 月 ＱＸ 目。目晦日を利して協合京都支部Ｑｦ＼Ｎび本音 ｂｾ 共

問主催で浴西見祭舎を似した。数日書展。雨髄 きなが ら定

刻午前10時には、阪紳地方より@著書加合員に同件、家族も

加えて集るもの約30名。京阪遊覧 メスの傍切新車に美人

車掌 を乗せて先ず高維の紳護寺に向う白賑かな憶がはず

む内に、何時治、雨は止んで苦奪回が差 し絶好。見与在日和主

なった。

嵯峨を過さ・保津J [ [ を見下ろナ景oに書置を取られている

内に、何時。聞にか高燥を謹 ｾｾ Ｎて栂尾に行っている喜容に

気付曹、あわてて車を返すな t::: 誠にのんび P した策分を

遺惨な＼ｾ揮した後、車を降りて紳護寺 ｖￇ 歩〈口先すＧ青

菜紅葉。山を下って保ｾ川を渡り、再び山を昇る白山頂

。 紳箆寺では 折良〈多賢主蓄が関扉されていてｾ産主係を見

るととができた。

再びヲ駐車大提寺に行< 0  ｾ海池をｊｊ￮ｩ中に眺ある雄大な

構想と襖絡の葵を貧した後、嵐山に至 P大分遅〈なった

壷食をとる。

午後 2 時乗車西芳守へ赴〈口庭内に入れば盟主に苔寺。

名に主主わずー面。背主主 である 白しかも先程 迄 ｃｄ ｩｾｈＢＨ 濡れ

てそ C 美しさは格別で ある。此阪は夢想図師C 作と修え

られ廻滋式庭園として有名な庭、倒E是湘F努事¢茶室があ

るロ京都でなければ、しかもと C 寺でなげれば見られぬ

美しさに感葵したo そo 上参級者。多い時は 1 日 1 万 人

と悶昔、ｾ億総いざ知らず、差是叡料を計算して溜息をつ

いた人もあったらしい。

見患の裁定を了ったが向車を市内( ! c 走らせ、二世主減や

御所の車内説明 を聞いてお上り 気分も出したよで、三僚

河原町で下車致命午後 4 時前。問所の不ニ屋で有志懇親

舎を聞いて疲れを医し? と0

食日種k 御世話になった方 k に誌上で厚く御纏申し上

げる。 c支部 白石記〉
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高 野 山 見 翠 舎 〈 一 泊 〉

和歌山支部と共催で下記の通り納涼ぞかね一泊

の見接舎を催す。

1、 8月 5 a ( 土〉午後一時高野山女人堂集合

1、金剛峯寺、金堂、大塔、霊賓館、大門等見接

1、宿坊、龍泉院夕食後講演及座談合後一泊

1、 6 日午前 9 時登奥の院見壌中食後解散

1、禽費一泊三食付Y400. 交通費自排、申込と同

時に舎究前納

戦後初めて高野山を見皐何卒奮って参加を皇室む

六 甲 山 納 猿 舎 開 催 ( 一 泊 〉

海抜3. 000 尺、開西の軽井程穆季と稽せら車紅L、涼風

と総に包まれ? たと眺眺- 里撃草住絶の六甲は余 bれhこも有名だ

が灯台下宿暗- しで

多い様でdるうる。廷に有志の納涼懇親舎を下記之要

領で開催する。目下六甲特有のアジサ 4 ヵ・色とり

どりに育桧の聞に換きほこり、老鷺が登山者の軽

き疲れそ慰め歓迎じていあ。

土曜ぞさけたのは交通と山上の煩雑を慮、ったの

で御諒承願いたい。

1、8月11 日( 金) 午 後 5 時と 7 時集合晴雨不論

1、集会所六甲山上クープル鐸 5 時、 7 時

1、懇親晩笠禽宿所にてー浴後開催

1、 宿 所 阪 紳 山 の 別 荘

1、曾費 ￥iOO. 一泊二食、飲物、風呂雑費共

( 交通費自排〕朝食後解散

1、申込締切 8 月 9 日迄舎費と共に申込みの事

但借入山荘の都合にて先着順満員次第締切

O携 帯 品 洗 面 道 具

0 パスー医紳新在家、省線一六甲道、医念一六甲

口よJ パス毎時40分。ケープJ レ毎時 (1 時間毎〉

O集合所より山荘迄 5 時 と 7 時の 2 回待合ぜ案内

する。 5 時以前登山の方は申出られたし。山上

徒歩凡40分を要する。風光; a 賞しつつ遁遁山荘

着入浴。

会費挽込について

舎費c 毒事込が 4 ヶ月以上熔納になると、自然雑君主外通

f吉一時中止の寂担止を余儀な t される規程になっています

締求書御覧の方は分割でも結構ですから折返し、御毒事込

み願います。 ( 綬替用 紙 7 月裁に挿入〉 主計五里事よ'
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地質調査園衰を閲覧に供す

昭 和 8 年本曾創立15年記念出版として多大な織牲を抑

ひ出版した地質調査問袋は当時 B5披120頁内に大阪市内

400 余件。ポーリ y グ結果を提殺してあるが、其後更に

関査された市内 561 件 、 市 外 29 件 、 兵 庫 160 件〈最近〉

を脊篤民として主主加取揃えた。

包出版聞書、地図等金部買切れ 1 部 丈 保 存 用 と し て 朝

日ピノレ事毒事所に備えてお P ます。全員各位は随 恕 御 覧下

さい。 但 持 出 は 特 に 綾 禁の 事ロ

何回下各方面に依頼して、更に資料を得る様努力中、

御関係、御存知容もあらば比際資料集阪に御援助あらん

事ピ併せて願いまナ。

日 本 建 築 協 合

奮 員 動 勢 ( 下 記 之 遁 り 夫 々 通 知 に 接 し た 〉

0 竹 内 佐 平 次 氏 今 般 住 宅 金 融 公 庫 大 阪 支 所 ( 大 阪 府 漉

内〉次長に車事ぜら れた。

。尾崎久助氏 今般日本建設産業株式合般か b 分離、日

ｾ般針工務株式曾駐車士長に就任 ｯ 7 月 1 日から幸可愛足

した。所在電音吉元C 遜 110

0; 震予挙津瓦株式会社 電穏容量虎主主加遜旬、

天王寺@6763番

0 谷 民 藩 氏 今般市内北濠ピ J レ内に谷事務所開段、

電 線 北 演 ⑧ 494- 497 呑

後 記 毎 月遅れがちの本音主も今月は委員各位 C

一一一一 御 室 カで月内に溌行出来た事を謝する次

第である D

本波は. BUに特集とはせず最近施行になる建築土法と建

築基準法に対する窓見を執筆 してI買いた。何本月 は鈴夏

放として固脅しい杷事を少〈し、今日迄に投稿を頂き乍

ら紙面の剥1合 上m載 出 来 な か 勺た も む を 趨 め 掲 載 した。

投稿者各位に今日迄延びた事を書討すると共に今後尖御寄

稿あらん事を乞う次第である o ( 編集子J

建 築 と 枇 曾

第 3 1 輯 第 8 競

寅 傾 1 部60同 f皇室料共〉

昭 和25年7月25 日印刷・昭和25年8月1 日愛行

編 集 後 行 人 戸 川 弘

後 行 所 主要日本建築協曾

大阪市北区中ノ島 3 ノ3靭日ピル

電 路 { 土 佐 期 @ 1836・3631番

l北 演 ⑧ 1334- 9 呑

銀 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 容

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中 川 虞 佐 吉

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ポ ロ 印 制 所
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